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【資料翻刻】高橋亨京城帝国大学講義 

朝鮮思想史概説（上） 

 

Lectures on the Outline of the History of Chosen’s Thought (1/2):  

Typing of Takahasi Toru's Lectures in Keijo Impereial University 
 

権  純 哲
＊ 

KWON, Soon Chul 

 
 
ここに高橋亨の京城帝国大学講義「朝鮮思想

史概説」（昭和五年）全六冊を上下に分けて掲載

する。翻刻の詳細な要領については、本紀要

51-1、52-1の「凡例」を参照されたい。 

以下、主な記号の説明である。 

＊（ ）：高橋自身が追加した語句や記述 

＊   ：高橋自身が削除した語句・文章 

＊   ：権の判断による削除 

＊［ ］：高橋自身が（ ）と記した補注 

＊〔 〕：引用文の補足・校勘、権による補注 

＊   ：原文上の未読字 

＊  字 ：権の未確定字 

＊ 頭点
．．

：高橋自身による、赤色鉛筆が多い。 

＊ ／ ：改行 

 なお、文脈に妨げにならないように、補註な

ど小文字にした。また適宜、一字下げの改行を

行った。 

 

朝鮮思想史概説 第一册 昭和五年五月三日 

第一章 序説 

〔思想問題〕 

〔思想の意義〕 

〔朝鮮思想史講義の對象〕 

〔支那との關係〕 

第二章 古代朝鮮の文化 

第一節 朝鮮の地域 

〔支那文化と固有文化〕 

〔歴史的沿革〕 

第二節 三國以前支那文化の傳來 

〔支那人の集團的移住〕 

〔箕子傳説〕 

〔箕子傳説の意義〕 

〔檀君傳説〕 

〔小中華〕 

 

〔三國・新羅思想史〕 

第〔一〕章 高句麗百濟の漢學 

 〔一 高句麗〕 

 〔二〕 百濟 

第二章 新羅文化 

第三章 新羅の佛教 

〔一⇐〕１第一期根本佛土説 

二 元曉、義相 

三 新羅の禪宗 

一 南北分派以前の派 

二 北漸派 

三 南頓派の一 

四 南頓派の二 

第四（五）章 新羅君臣の崇佛と道詵 

 

＊  くぉん・すんちょる 
埼玉大学大学院人文社会科学研究科教授 
韓国思想史・東アジア近代学術思想 
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〔一 新羅君臣の崇佛〕 

〔功德と福田の思想〕 

〔菩薩の願力〕 

〔護國の思想〕 

〔新羅佛教の盛況〕 

朝鮮思想史概説  第二册 講本(A)第三册代用 

二 道詵禪師 

〔地理風水説の將來と功德福田思想との結合〕 

〔道詵の傳〕 

〔道詵風水説の勢力〕 

〔風水説と佛教との不一致〕 

〔朝鮮に於ける地理風水の歴史〕 

第五章 新羅に於ける三教二教調和論 

 

高麗朝思想史 

第一章 太祖と佛教 

〔國祚の存廢と法力〕 

〔遺訓〕 

〔王師・國師〕 

〔太祖と道詵との關係〕 

二 他の宗派 

第二章 高麗の僧階 

〔僧科〕 

〔僧階〕 

第三章 高麗の漢學と科擧 

第四章 高麗儒者の佛教觀 

第五章 高麗の風水説  

〔地理擇地の專職〕 

〔佛徒間の地理學者〕 【以上、本号掲載】 

第六章 高麗佛教第二期 

朝鮮思想史概説 第三册（講本B） 

二 師の宗門 

第二章 普照國師と高麗禪宗の復興 

師禪 

第三章 朱子學の輸入及斥佛論の勃興 

第一節 安珦と朱子學 

一 事蹟 

二 學説 

三 元朝の朱子學 

第二節 斥佛の議論と太學の活動 

朝鮮思想史概説 第四册   

第〔三〕章 高麗の道教及其佛教との關係 

（以下思想信仰史巻八第二節） 

第二節 高麗道教と佛教との關係【中斷】 

 

李朝思想史 

序言 

第一章 排佛教政 

第二章 朝鮮佛教命脈維持の理由 

朝鮮思想史概説 第五册 講本  

第三章 李朝儒學の三期 

第四章 朱子學の作出せる朝鮮の社會相 

一 佛教排斥と巫覡及風水の流行 

二 名分の確立 

三 春秋大義 

四 朋黨分立 

五 文學の單純、經學の不發達 

第五章 三教調和論 附東學 

朝鮮思想史概説 第六册 講本   

三教調和論  

一 涵虛 

二 普雨 

三 休靜 

四 松月應祥 

五 霜月璽篈 

六 蓮潭有一 

七 無竟子秀 

八 黙菴 吶 

九 白谷處能 

〔東學〕【第六册終】 
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朝鮮思想史概説 第一册 昭和五年五月三日 

 

第一章 序説 

 

〔思想問題〕 

歐洲大戰以後、顯著なる世界的社會的現象とｼﾃ

所謂思想問題なる者、世界文明國を通して（國

毎に）勃興するを見る。我か日本帝國亦其の埒

を脱せす、社會の各方面に亘りて今猶是の問題

の解決に焦燥しつゝあり。 

蓋し思想問題とは、從來其の國家社會に於て

未た行はれさりし思想、即（新しき）知識及信

念か（上面：新しき人生觀に基く所の新しき理

念か）（漸く）大衆的判斷に由りて是認せられて

盛に大衆を動かし以て遂に擧國汎社會の公議

（輿論）となりて國家社會を統制せんとする懼

あるを社會的事象なり。故に其の新知識信念（し

き理念）にして果して其國家社會を統制するに

至れは、大衆的感情は翕然として之に傾倒して

之を讃美し之を隨喜し之を支持し、終に進んて

大衆的行動となりて（△上面：△あらゆる機關を

通して）乃其國家社會の傳統的組織を夷然とし

て（弊衣を脱するか如く）變革して以て其の新

思想の具體化する所の新組織となさんとす

［Ross / Social Control, ChapterX, Public Opinion 參

考］。故に廣義に言へは、思想問題も一種の流行

なり。假りに人類文化を精神的（文）化と物質

文化に分つﾄｷは、精神文化圏内に於ける一流行

的事象に外ならす。 

既に流行なり故に其の流行の起るには必す此

に素因（の）存せ（するものあら）さるへから

す。例へは、舊流行既に人心に饜
あ

かれて大衆專

ら新様式を蹺望し、苟も舊套を脱せる新式なれ

は、何物を問はす一應採り用ひんとする時運に

遭遇せるか、將た舊流行尚未た一般に饜かるゝ

に至らすと雖、職業的流行製造者の巧妙なる宣

傳に由りて、盛に舊流行の價値を低劣に批判し

て新様式の鮮新的長所を誇張するかの如し。今

の思想問題の起る二者何れに其の素因を置くか、

此に意見を述ふるの要なしと雖、何れにもせよ、

新様式か完全に流行となるに至りては、（國を）

擧けて知らす識らす之に追隨し、所謂令なくし

て行はれ命なくして遵はる。江河（洪水）の堤

防を決するか如く、沛然として何物も一時之を

防障する能はさるなり。 

思想は心理的に分晰すれは（思考を通して生

する所の）知識と信念なり。其の社會を統制す

るに至りては公衆的感情伴生し、終に實行に迄

發展す
1
。思想は種子なり。猶地中に在り。然れ

ﾄﾓ其の機熟するに至れは萌芽し葉となり幹とな

り枝となり、花開き復實結ひ復た無量無數の種

子を産す。 

〔思想の意義〕 

思想は唯た個人の知識信（理）念として止まる

限、社會的事象たるに至らす、個人心内の私事

（觀念）に過きす。故に思想として取扱ふ知識

信（理）念は必す其の（流の想）源と其の浸灌

の（する）社會とを假定す。想源は或は傳説に

在り或は（歴史に在り或は）學者の學説に在り

（或は△→上面：△大作家の作物に在り）或は宗

教教義に在り或は（國法に在り或は）慣習に在

りて或は一地方或は一國或は國際に亘りて其の

社會人に由りて（知識及信念として）受容れら

れて（◎上面：◎此に（社會觀）人生觀又は宇宙

觀を提供し彼等をして此の（社會觀）人生觀宇

宙觀に原いて構成せられたる（自己の）世界の

裡に生活するに至らしむ。斯くて）程度の差は

あるも能く其精神文化を統制す。 

故に此に一哲學者或は一宗教家、一政治學者、

一法律學者等ありて其學に於て確乎たる思想を

打立て之を筆に口に世に發表すと雖、種々の原

因に由りて社會に共鳴者を得るに至らす、空し

く一固陋學究として終れりとすれは、思想史よ

り觀れは其の懷抱せる思想の價値は之を大なり
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と認むる能はす。若し飜りて其の專門學術の領

域より觀れは（其原理の）精微を發揮するある

を認むへくるを得へし。而して更に後世に至り

て其の學説の眞義闡明せられて此に隨唱者を得

るに至れは則（是に至りて）思想史の重要資料

となる。是れ思想史と哲學史、宗教學史乃至政

治學史・法律學史等と異る所以なり。思想史に

於ける思想の價値は其の根據を社（あくまて社

會的根據）あく迄社會的ならさるへからす。 

〔朝鮮思想史講義の對象〕 

此に朝鮮思想史の概略を講する當り、其思想の

意義を如上に定めんとす。大體此半島を地域と

する朝鮮なる社會に在りて、之を史的に觀て如

何なる思想か起伏せるか、換言すれは、如何な

る（思想問題起れるか、如何なる）思想流行史

を有するか、其の思想の源は何處に在りて（如）

何なるものなりしか、其の社會統制は如何なる

狀態なりしか、其の具現的行動まて進めるか否

か等の研究檢討、即本講義の闡明せんとする對

象なり。 

今の思想問題は、吾人の知れる限、十九世紀

以來の科學の進歩と多數生民（人）の生活困難

とを發生の素地として、思想の原理を生物學と

經濟學とに求め、論理の形式を尖鋭なる辨證法

に取れるものなり。故に科學の進歩と多數人民

の生活困難なくは、（是の）思想問題は發生の素

地を喪ひ、生物理（學）・經濟學の發達なくは、

（此）思想の原理成立せす。獨逸哲學に胚胎せ

る論理法の進歩なくは、思想の宣傳行はれさる

なり。 

〔支那との關係〕 

朝鮮は其の支那との地理的文化的關係に於て、

終に支那思想の藩域を脱し得さるは、勢の已む

を得さる所なり。吾人は朝鮮の思想史に於て支

那思想以外に獨有發生せる者を認むる能はす。

巫覡の迷信教は、或は朝鮮原住民族即韓民族の

初よりの原始的宗教にして、今尚其の儀式及

信仰の原態を傳ふるか如きも、更に其の研究殊

に滿洲・蒙古・支那内地の其との比較研究の成

果に俟つに非されは、尚果して幾許の朝鮮の（獨）

創的價値を有するかを知ること能はす。（◎上

面：◎殊に現世の巫覡は多く道教の鬼神、佛教

の神將を取入れて、古代の形式原始的様式を失

喪せり。） 

支那思想と言へは、儒・道・佛三教に大別す

へく、教中に（哲）學あり宗教あり政治學あり

道德學あり。又三教互に相交錯し相影響して（思）

想情態（内容）千差萬別をなすと雖、其の原に

溯れは三教に皈す。朝鮮の思想の種（分）類も

結局儒・佛・道三教の外なく、思想間の爭論及

盛衰も三教間に起れる（事實に過きさる）のみ。

殊に吾人の意識に 新にして現在の朝鮮の思想

も其の引續とも視做すへき李朝思想に至りては、

（前代）思想間の爭論（盛衰）決定して、專ら

儒教思想の（を以て）國家社會を統制する世と

時代となり、五百年を通して（大體）思想（上

の）爭變化も唯た儒教圏内に限らるゝに至れり。 

既に儒教か國家社會唯一の統制思想となる故

に、國民の（生活的）理想は政治に專注し、國

家教育も專ら政治家養成の機關となり、人才皆

政治に集り政治の一面獨り（社會の）名譽・利

益・權勢を占斷し、諸他社會運營の必要部面は

其の當然なる價値を認められすして、發達進歩

の能力を止めらる。故に（時代時代の）思想も

其か政治と關聯を生するに至らさる限、社會統

制の作用を發するに至らす、政治（家）は假り

に新思想の輸入せられ倡道せらるゝ事ある場合

に際しても、其等新思想の朝鮮の政治に有害無

益と認むる時は、斷乎として其の宣布を許さす。 

思想は到底政治の（強制）力に對抗する能は

さるか故に、是の如き場合には無殘に抑壓せら

れ蹂躙せられて社會事象の表面に現はるるに至

らす、稀に山より流出る水の巖石の罅隙を透し

て地下水となり、復た他日地上に噴出する機會
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を俟つか如く隠匿したる潜伏したる思想として

特種の人々の間に（或は）研究せられ、或は信

奉せらるゝ事あり。（儒教に於る）李朝晩年の王

陽明學、宗教に於ける同更に晩年の耶蘇教及東

學教の如し。 

朝鮮の思想は支那思想の領域に屬（し、儒・佛・

道三教に皈宗）するか故に、思想の原理に至り

ては殆と特に新奇として見るへきなし。同時に

支那思想を理解せされは、之を理解すること至

難なり。但し三教の原理に基く思想か朝鮮の國

家社會を統制せるに至れるものとして此に朝鮮

文化研究に向て至大の意義を有す。朝鮮思想史

の（學術的）價値は其の原理に存せすして、其

の社會事象たりし事實其事に存す。從て其の研

究は常に政治史文化史と交錯して行は（れ）さ

るへからす。後世に至り學説と政見と結合し、

宗教運動と政治的運動と合流するに至りて殊に

然りとなす。 

 

第二章 古代朝鮮の文化 

 

第一節 朝鮮の地域 

文化の意義を人間の精神的物質的生活の向上發

展と解すれは、其の現れは一切の文化的現象を

構成する所の社會的諸事象即政治・經濟・道德・

宗教・哲學・藝術・文學等を包含す。されは人

間か民族的集團をなして社會的生活を營むに至

りては、極めて原始的生活狀態に止まらさる限、

既に其處に若干文化の發生を見るへく、又其民

族的生命の繼續せられて社會的生活の斷絶せさ

る限、其の生活か民族（の）原始的生（活）に

（向を）逆轉せさる限（復歸）すると云ふ場合

を除くの外、之を歴史的に觀て必す何等かの進

歩を伴ふ所の變遷を認むへきなり。茲に朝鮮古

代の文化に現はるゝ（特異）思想の迹を尋ぬる

に當り、先つ其の地域の概略を述ふへし。 

〔支那文化と固有文化〕 

朝鮮の地理的位置は、北は陸續に、西は一衣帶

衣（水）を隔てゝ（世界）人類文化の發祥地の

一なる支那の早期文明の存するあるか故に、支

那文化の傳來以外に高度なる固有文化の發生の

許されさること、爾他諸蕃夷と同様なり。され

は朝鮮文化の幕は支那との交通、換言すれは、

支那文化の輸入に由りて切落さる。（◎上面：◎

但し近來、此に一個の異説を生し、朝鮮半島を

以て反りて（東方諸夷族及）漢人種文明の發祥

地となし、支那文明より離れて朝鮮獨自の古代

文明を認めんとす。其の先をなす者に（檀君教）

（右脇：是思想は日韓關係一大轉機を見んとす

る頃に至りて大に朝鮮人間に唱出されし所謂民

族的思想と深き關係を有し、其の 先をなす者

に光武八年［明治卅七年］開教せる羅喆の檀君教

あり、（檀君血統圖を作りて）檀君を以て朝鮮・

濊・貊・北夫余・沃沮・肅愼全東胡族の始祖と

なす。次て）大正十年辛酉印行李炳憲氏の『歴

史教理〔錯綜〕談』一册あり。次て崔南善氏の「不

咸文化」の説あり。續て檀君に關する諸種の説

あり。李炳憲氏の説は人の多く未た識らさる所、

後檀君の傳説を述ふるに至りて概略を紹介すへ

し。） 

〔歴史的沿革〕 

吾人の意味する朝鮮、即嘗ては馬韓・辰韓・弁

韓の三韓たり、高句麗・百濟・新羅の三國たり。

既にして新羅たり高麗たり終に李朝となりし所

の朝鮮人の占住せりと考へらるゝ地域は［濊・

貊・靺鞨・沃沮・挹婁等は姑く之を除く］時に由りて

廣狹ありしも大體一定せるか如し。即高句麗の

盛時、廣開土王・文咨王の頃には北滿洲に領土

を廣開して朝鮮民族、前後無比の大發展を成し

たるも、後新羅の統三する（に至る）や、頓に

地域縮まりて、西北は平安道唐領に入りて浿水

［大同江］以南に限られ、東北は靺鞨族の建てし

渤海國に壓さ（せら）れて德源附近を以て限と
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なせり。 

 高麗太祖の後三國統一に至りて太祖平安南道

を略取し、睿宗朝の元帥尹瓘は咸鏡南道を略取

し、後麗末恭愍王に至りて元の衰亡に乗して女

眞を逐て東北面を侵略して平安北道の碧潼・江

界に迄至り、以て其の亡ひんとする時、反りて

領土 廣き奇現象を見たり。 

李朝は太宗・世宗相續て北邊の開拓に從事し、

名將金宗瑞あり、咸鏡北道を取りて慶興・穩城・

慶源・鍾城・會寧・富寧の六鎭を起し、又平安

北道にも楚山・慈城の地を經略し、後清朝、滿

洲より窟起して遂に中原に君臨するや、從來豆

滿・鴨緑二江の上流に占居して朝鮮人と對抗せ

る所謂野人なる女眞族は大擧して滿洲人の後を

承けて南滿洲に移住し、其地空虛となりしを以

て仁祖朝には自然に勞せすして豆滿・鴨緑二江

沿岸の地、朝鮮の領有に歸し、肅宗卅八年に白

頭山頂に定界碑を立つ。實に現今の十三道にし

て、高句麗の盛時を除きては其の領域 廣し。

如是領域變遷の經過を有するか故に所謂朝鮮の

文化と謂へは、大體今の半島内に在りて發生し

て（半島内に在りて）行はれしものなりと地域

的に定義しするを得へし。 

 

第二節 三國以前支那文化の傳來 

〔支那人の集團的移住〕 

三國以前支那文化の傳來か支那（人）の移住に

依ること固よりなるか、之を日鮮古史に徴する

に遠く既に秦代集團的（に於て）支那人の（集

團的）移住ありしこと疑ふへからす。（△上面：
2

所謂箕子朝鮮なる者は『山海經』の海内北經に 

「朝鮮在列陽東、海北、山南、列陽屬燕」 

とありて（△左横：△ 

「注曰、朝鮮、今樂浪縣、箕子所封也。列、亦

水名也、今在帶方。帶方有列口縣。」 

列水に就て安順庵は以て漢江となし、今西博士

は以て大同江となす。今は今西博士に從ふ。）燕

の頃大同江の（北）東に在り。案するに）春秋

戰國の代、燕は東北に僻在して獨り遼東の利を

占め、其の將秦開は昭王の部將として盛に活躍

し、終に地を擴めて大同江に至りしなり。是れ

（『三國志』東夷傳注）「魏略」に 

「箕子之後、朝鮮矦見周衰、燕自尊爲王、欲東

畧地。朝鮮矦亦自稱爲王、欲興兵逆撃燕以尊周

室。其大夫禮諌之、乃止。使禮西説燕、以止之

不攻。後子孫稍驕虐、燕乃遣將秦開、攻其西方、

取地二千餘里、至滿藩汙爲界。朝鮮遂弱。」 

とあるものにして、朝鮮盛代には遠く大同江以

西に其の領域擴かりしを證す。滿藩汙の位地、

小田氏は鴨緑江となし『文獻備考』は遼東に在

りとなす。朝鮮都城王倹城即平壤に在りとすれ

は以て鴨緑江となすを可となすへし（『東寰録』

『海東繹史』（『東史綱目』）は以て遼東三縣名（東

部の屬縣藩汙）となす。（『漢書』地理志遼東郡

十八縣の一藩汙、◎上面：◎尚考ふへし。其の朝

鮮半島域内に入るものならは更に好都合也。） 

既にして秦六國を統一するに及ひて國威益々

揚り、長城を築きて遂に浿水即鴨緑江を超ゆ、

燕（齊）人多く國を脱して鴨緑江を渡りて朝鮮

半島に移住す。是れ『史記』朝鮮傳に（燕人）

衛滿の朝鮮に王たるを叙して 

「稍役屬眞蕃朝鮮衰夷及故燕齊亡命、王之、都

王儉。」 

と云ひ、又『三國史記』巻一新羅始祖三十八年

に 

「前此、中國之人、苦秦亂、東來者衆多。處馬

韓東、與辰韓雜居。至是寖盛。」 

と記する所以なり。衛滿、王となりて所謂箕子

の四十（餘）世後箕準を逐ひ、準（船によりて）

南走して馬韓の地に入り自立して馬韓王となり、

金馬郡に都す。而して衛滿の孫右渠に至りて朝

鮮半島と漢との交通を沮して達せしめす。武帝、

赫怒して（將軍楊僕・荀彘を遣し）王儉城を攻

取りて朝鮮の地を郡縣に編入す。元封三年（［前
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一〇八年］）なり。斯くて（〇上面：樂浪・玄莵・

眞蕃・臨屯）四郡朝鮮に入る（り、郡縣制布か

る）。 

然れﾄﾓ是の間、支那の文化果して如何に朝鮮

に影響（輸入）せられしか、今箕子の（治化の）

教條（傳説）の外、文獻徴すへきなし。但た彼

等支那の流氓か其の日常生活を通して未開の韓

民族に種々の文化を傳へしなるへきを想像すへ

きのみ。（△上面：△『三國志』魏志東夷傳濊の

項に 

「濊南與辰韓、北與高句麗沃沮接、東窮大海。

今朝鮮之東、皆其地也。戸二萬。昔箕子既適朝

鮮、作八條之教以教之、無門戸之閉而民不爲盗。

其後四十餘世、朝鮮矦淮、僭號稱王。陳渉等起、

天下叛秦、燕齊趙民、避地朝鮮、數萬口。燕人

衛滿、魋結夷服、復來王之。漢武帝伐滅朝鮮、

分其地爲四郡。自是之後、胡漢稀稍別。」 

とありて四郡以前迄は、或は箕子の裔と稱し、

或は朝鮮王・朝鮮矦と稱する者ありしも、皆東

夷固有の風俗文化に和光同塵して、別に支那の

風俗文化を以て治めんとはせす。四郡制立ち漢

人の官吏多數來り、治むるに支那の制度を以て

するに至りて始めて、治者階級は純漢風を以て

生活し、被治者階級は依然舊俗を捨てす。是に

於ては一國内、胡・漢の兩人兩俗、判然とｼﾃ相

分るとなす也云ふなり。而ｼﾃ是事は獨り濊のみ

ならす、夫余・高句麗・東沃沮等を通して之を

謂ふへきなり。） 

漢の四郡の境域には南北二説あること、人の知

る所。即眞蕃郡の位地に就て今西博士の唱ふる

南方説は（今の）忠清南北道及全羅南北道とな

すに、（那珂博士及白鳥博士の）北方説は鴨緑江

中流域及佟佳江流域となす。從て南方説によれ

は、眞蕃の住民は韓民にして、北方説に從へは

高句麗族即扶餘族となる。而して昭帝の始元五

年［前八二年］濊・貊及韓族の猖獗なるに堪へす、

四郡の中、臨屯・眞蕃二郡を廢して樂浪・玄莵

の二郡となる。後樂浪獨り盛にして其の郡治の

（所）在地は今の（平壤）大同江の對岸の土城

圍み古墳集圍する處なるへしと攷證せらる。後

漢末獻帝の建安年中［一九六～二二〇］樂浪の外

に帶方［帶水即漢江、帶水の方の意歟］をおきて半

島西南部を管せしむか、漸次北の高（句）麗、

南の百濟の強大となるに從て終に之を支持する

能はす、郡廢せらる。其殘民即漢人は滿洲に移

る（り、樂浪・帶方の名稱、遼東（南滿）に殘

る）。事は晋の建文元年［三一三］にして漢武置

郡以來、四百十一年を經過す。此間、支那の時

代は前漢・後漢を經過して其文化頗る進歩せり。 

今の所謂樂浪出土品は即當時の文化の一端を

（表）證する者にして磚瓦・陶器・銅器・（玉石）・

漆器・土工・繪畫等に亘りて簡樸の内に氣力あ

り巧妙（緻）あり、世界の珍とする所。殊に漆

器の如きに至りては其の蒔繪の方法、到底今の

人の考へ及はさるものありて、殆と漆液を墨汁

の如く（意の儘に）使用するものゝ如しと云ふ。

斯く長年月の間、半島の西半部に打建てられた

る漢人の統治は、後の高句麗・百濟に向て如何

なる文化的影響を遺せるか、今文獻及徴古資料

に乏しうして之を討究する能はす。 

然れﾄﾓ案するに、樂浪・帶方の漢人郡縣は、

高句麗・百濟の立國か民族移住なるとは事情を

異にし、大概官吏を主體となし之に附隨する若

干用度供給の生業者より成りて 宛
さなが

ら今の東西

植民地統治の本國人の生活に類するなるへし。

されは樂浪・帶方二郡々治の所在地には相當數

の漢人住居
3
し、漢人文化に依る社會生活（相）

を現出せしも、地方に入りては依然として土著

人の社會なりしなるへし。されは一朝廢郡とな

るや、彼等官吏たる漢人は相率ゐて斯土を引揚

け、之に伴て大部分の漢人住民も滿洲若くは本

國に移轉し、之と同時に漢人文化も大部分茲土

より拂除せられしなるへし。 

但し尚攷ふるに、（假りに）是等有形（漢人）
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文化は替り住める高句麗・百濟に引繼かれさり

しとするも、精神的文化即支那文化の崇拜觀念

を始とし、漢字漢籍の普及の如きは牢乎として

茲地に根著けられしこと疑を容れす。從て其の

風俗好尚に於ても漢人の其を模倣せる儘茲土の

ものとなりしもの亦少からさるへし。例へは稱

姓の俗の如きも或は起原を此に求め得へきか。

（△上面：△ 

又現存する樂浪遺蹟の墳墓の廣大にして死者

を葬るに財力を窮めしは、支那上代死者の靈魂

か其の子孫の祭祀を受くるを喜ひて又子孫に對

して福利を護すと信する思想の明瞭なる（表）

現にして、此か土人に對しても葬祀の觀念の原

を與へ、以て高句麗時代風水説信仰の素地をな

せるを推料すへく、猶又先年物故せる考古學大

家高橋健自博士の朝鮮の旅行記に於て高句麗墳

墓の出土品及壁畫と樂浪の其とを比較して其間

の連絡點を述へて曰く 

高句麗瓦に三特調あり 

１、樂浪瓦同様に圓面を線に由りて區別し、其

の空間に文様を嵌込むｺﾄ 

２、其嵌込の文様に蓮花文を應用するｺﾄ 

３、其文様全體、新羅・百濟に比して力強きｺﾄ 

江西古墳の壁畫に由りて、當代人即高句麗人の

死後の世界か現世と同一原理に立つ者と思ひし

如し四神塚や雙楹塚等の墓に主人公夫妻の樓閣

中に坐するを描き、其に侍するゝに侍人あり、

未來世を現世の延長と考へたり［眞池里雙楹塚の

壁畫には四神日月斗拱、主人夫妻侍人は僧侶力士を描く］。 

但し今日迄の高句麗墳墓の総へては（其位地に

即きて）若干風水觀念の辿るへきを認むるの外、

冢内一片の遺物を發見せす。從て樂浪との比較

至難なるを恨とす。） 

〔箕子傳説〕 

而して此等支那崇拜の思想の中、 較著にし

て而して後世朝鮮に大なる思想的勢力を遺しゝ

ものを箕子の朝鮮の王たりし傳説の發生となす。

本傳説は朝鮮と（の）支那との（に對する）文

化的從屬關係を定めし起源を物語
ものがた

るものにして

爾後朝鮮か小中華と誇り、極力支那の制度・文

物・風俗一切を模倣して甘心し、又政治的にも

其の支配を仰きて滿足せる、文化的政治的事大

主義の是認（成立）に向て常に潜在意識的に働

きて力強き統制的思想となれし。 

箕子と朝鮮との關係の研究及攷證は、古來幾多

の三國の學者か充分に研究し盡して殆と餘蘊な

し。只た（若干）其の結論若干を述ふれは足る。

朝鮮人の箕子に關する著述は（宣祖朝の梧陰尹

根（斗）壽の『箕子志』）、英祖王五十二年（正

祖元年）丙申徐命膺の編せる『箕子外記』二篇

あり、後李太王十五年奇正鎭等か『箕子志』を

補遺して編せる『箕子志』九巻を主なるものと

なす。外に（栗谷の『箕子實記』）、韓大淵（致

奫）の『海東繹史』巻二箕子朝鮮部、（南九萬の

『藥泉集』東史辨證二箕子、）尹廷琦の『東寰録』

の巻一箕子朝鮮、丁茶山『疆域考』、（安順菴の

『東史綱目』巻一、）『増補文獻備考』等參考す

へきもの。 

近來日本の白鳥博士は『滿洲地理歴史』に於

て、今西博士は「箕子朝鮮傳説考」〔『支那學』

2-10,11、1922〕に於て、 後に崔南善氏は「朝鮮

史의
の

箕子는
は

支那의
の

箕子가아니라
で は な い

」に於て、詳細

に本傳説を論究せり。『箕子志』『箕子外記』『（増

補）箕子志』の如きは固より箕子を以て朝鮮の

開國王として一毫の疑をも容れす、唯之に關す

る支那の史料を網羅せるのみなり。學者の研究

たるに價せす（◎上面：◎獨り藥泉は之を疑ふ。）

丁茶山の『（疆）域考』は其の博大學愼密なるを

以て亦本傳説を疑ふ説を豫想しつゝ、尚箕子の

平壤に來れるを肯定せんとす。 

而して白鳥博士は全然之を否定し、戰國時代

に朝鮮半島に據れる箕子の後裔と稱する箕否な

る者の祖先か自家の門閥を高めん爲に箕子を借

來りて其の系譜を裝飾する用に供せるなるへし
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となす。今西博士は（△上面：△前述「箕子考」

には言はされﾄﾓ、古）朝鮮を以て漢江以北に在

りとなす關係上、或は箕子平壤に來れること絶

無の事となすへからすとなすものゝ如し。崔南

善氏は全然之を否定して、箕子の封地を以て山

西省太原附近今の正定府正（新）樂縣なる鮮虞

なるへしとなす。 

案するに箕子來鮮の 古の史料は『史記』宋

世家にして、反りて殷本紀・周本紀及朝鮮傳に

は之を記さす、伏書の傳なる『尚書正義』に亦

見ゆ。然れﾄﾓ（『史記』によれは）殷滅後、箕子

は復周に來朝して途に殷墟を過きて麥秀の詩を

作りて之を悲み、又箕子の墓と傳ふる者、殷故

都商邱附近に在り（〇上面：〇遼東廣寧城北五里

許に箕子井あり又舊箕子廟）。彼か當時全然化外

東夷の地、殆と中國と往來交通絶無なりしと想

像せらるゝ平壤まて來りて之に王たることは、

普通の常識に於て攷ふるを許さゝるなり。但し

『史記』は宋の（古）記録を得て宋微子世家を

作りしものなるか故に、宋に既に古くより是の

事、記録として傳はりし事は認めさるへからす。

宋は殷の子孫の國なるか故に、殷の宗室子孫の

成行に付ては他國に比し 詳細に之を傳ふと視

さるへからす。而して他方朝鮮の地に於ては、

今の「魏略」『後漢書』に據れは、春秋戰國時代

に朝箕子の子孫と稱する者朝鮮侯として支配せ

るか如し。其の後裔（朝鮮王）箕否は即（周末）

秦初の人、否は即準の父なり。されは而して準

は箕子の後四十餘世と傳へらる。 

されは宋に箕子來鮮の事を傳へし者の源は箕

否の朝鮮に在ること疑ふへからす（傳説の源は

□上面：□朝鮮矦にして（箕子の封せられし國名

を取りて姓となしたる）自ら姓箕と稱せる（箕

氏の） 初の者に在ること疑ふへからす。而し

て其果して何人にして何の時代に屬するか明か

ならす、今知らるの 古者は即箕否、其人なり。）

（△上面：△今西博士は（『三國志』の箕準の朝

鮮より南走馬韓に王となるを叙して（する）「將

其左右宮人、走入海、居韓地、自號韓〔王〕」の

註を引ける）「魏略」に 

「其子及親、留在國者、因〔冒〕姓韓氏。」 

とあるに由りて樂浪韓氏の僞造に係るものとな

す。尹根壽『月汀漫筆』に箕子の事を録して亦

此に及ひ 

「箕準爲馬韓（王）、其後乃爲韓氏。我國凡清州

等韓姓、皆箕準之後云。此説出魏略。然雖曰後

裔、而未知端的與否。」） 

而して何故に朝鮮矦なる者か箕子を子孫先祖と

冒稱せるか。本より東方人の中國文化に憧憬し

て其地方中有勢族となれる所の者か族の起源を

中國の名姓に發見せんとする政略的虛榮心を以

て第一の原因とはなすへしと雖、外に稻葉君山

の『支那學』第二巻十二號〔箕子朝鮮傳説考を讀み

て〕に於て述へしか如く、支那「天文分野圖」

に起原をおくものならさるかと想像せさる能は

す。 

飯島〔忠夫〕博士の『支那暦法起原考』に據れ

は「（天文）分野圖」の 古きは『淮南子』天文

訓にして次を『史記』の天官書となす。廿八宿

を十二辰に大別して之を地上の十二州に配當し

て、各辰中の天象運行に因りて其の配當州内の

事象を占する組織なり。而して『淮南子』『史記』

共に箕を寅に當て東北方の星にして州として燕

に當つ。燕は即遼東（朝鮮）をも含む。飯島（博

士）は「天文（分野）圖」の成立を大體五行説

と同時の戰國半頃と推定す。（其の）朝鮮に傳流

して（其の酋長）是れ箕子の來りし國なるか故

なりと附會して自ら其子孫と冒稱するに至りし

ものならさるか。されﾄﾓ是は單に一の想像説に

過きす。 

但し後元か濟州を取りて其の房星分野に當て、

房か即天帝の車馬を主り、天駟と名けらるゝに

象
かたど

りて茲に牧場を開けると對し考ふる時は、

若干可能性ある想像説となすへきか。 
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〔箕子傳説の意義〕 

既にして漢四郡時代となりて、朝鮮と漢との交

渉及交通益々頻繁となり、朝鮮より諸記録及諸

情報、亦漢政府に達するに至る。而して漢廷（と

して）は朝鮮を統治して民心を収攬するに助と

なるへき諸記録及情報は出來る丈、之を採上け

て以て之を内外に知らしむる政策を取るへし

（は當然なり）。箕子か朝鮮開發の祖王たりしと

の朝鮮に傳へらるゝ傳説は是政策に向て尤適應

せる材料たらさるへからす。是に由りて（於て）

『史記』に在りては、單に宋世家に（僅に）一

行の記事として現れしに過きさりし（箕子）朝

鮮王の記事か『漢書』（地理志）に至れは、大に

發展して 

「殷道衰、箕子去之二朝鮮一、教二其民一以二禮義

田蠶織作一。樂浪朝鮮民犯（設二）禁八條一。」 

云々と稱し、之に次て箕子の化の四郡當時に残

れるを擧言て 

「郡初取吏於遼東、見民無閉藏。及賈人往者夜

則爲盗、俗稍益薄。今於犯禁寢多、至六十餘條。

可貴哉、仁賢之化也。」 

以後、魏の魚豢の「魏略」に至りて一層詳細な

る事實を載せ、陳壽『三國志』の東夷傳には大

體「魏略」を襲えて若干異録を挿む。 

要するに、始は朝鮮酋長の族譜製造の一巧計

に起りて（流傳して）殷の後宋國に入り、終に

史（司馬）遷の修史の材料として提供せられ、

漢代東夷懷柔四郡統治の政策として利用せられ、

愈々事實らしく潤色せられ詳細を加ふるに至れ

るなり。是の點、崔南善氏の説、吾意を得たり

となす。 

支那本土、既に箕子を以て朝鮮開國聖王となす。

朝鮮の諸國の之を信してすること洵に當然なり。

故に四郡滅ひて北は高句麗、南は百濟之の地を

占有するや、亦箕子を以て理想の聖君にして東

方開發の祖王となす。 

蓋し是の如きは亦高句麗百濟か漢人を逐出して

漢人に代りて韓民族を統治するに向て有益なる

は言を俟たす由りて以て高句麗百濟亦 

漢人に代りて朝鮮半島の治者となりし高句麗及

百濟は同うく所謂東胡（夫余族）にして、元と

滿洲に占住せるか、前漢の初匈奴の勃興の爲に

逐はれて漸次東南下し、半島に入り來りて國を

打建てしなり。而して被治階級たる一般人民は

韓人種にして即半島の原住民なり。東胡と韓民

族は果して如何なる民族的差違あるか、今之を

詳にする能はす。 

東夷及三韓の風俗は『魏志』に載せられ、高

句麗と夫余とは本と同一種にして言語諸生活狀

態多く相同しとなす。（夫）余は五穀を産するこ

とを知れﾄﾓ、其官に名つるに六畜を以てし、牛

馬を以て貨幣の如く使用せるを以て考ふれは、

恐く牧畜業を本業とし廣漠とある平原に遊牧し

たるなるへし。之に對して三韓は夙に農を本業

とし早く桑蠶を知り綿布を織るを知れりと云ふ。

其外、宗教として天象鬼神を祭るか如きは一般

未開人の共通にして二種民族相同し。『後漢書』

東夷傳には、高句麗は遼東の東に在りて南、朝

鮮・濊・貊と接すとあり、後「魏書」には、始

祖東明王朱夢は夫余より出つとなし、此に河伯

女大卵を生む傳説を録す。（『三國史記』之を取

る。） 

百濟は『後周書』及『隋書』（『北史』）に據れ

は、其地馬韓に屬せるか、夫余東明王の後仇台

なる者來りて此に國を立て終に全馬韓を取るに

至れるなり（△）（とす）。『三國史記』は仇台を

稱して始祖溫祚王となし（を）高句麗と同しく

其世系夫余より出るか故に夫余を以て氏となす

と云ひ元年夏東明王の廟を立つることを記す

（の始祖朱夢東明の子となす。△◎上面：△◎『東

史綱目』
4
は（三國史の録する一説に從て）東明

王の百濟の始祖たるを否定し、夫余王の夫妻の

庶孫優台［或は官名か］を以て百濟初王溫祚の父

となす。但し東明王、溫祚を視ること子の如く
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にしたるを以て溫祚、東明王を廟祀すと。何れ

にもせよ百濟の高句麗と同うく夫余族に出るこ

と明なり。△上面：△高句麗（其地）皆見朝鮮に

接すれは其の未た（南下して）樂浪の地に入來

らさる以前既に或は朝鮮か古箕子の國たるを習

聞して之を信したるなるへく高句麗と同一民族

ある百濟亦然らさるなきを保せす） 

朝鮮の治所、平壤に在りしか故に、所謂朝鮮の

地は高句麗の所領に歸す。此地、既に箕子の傳

説あり、從來の漢人亦之を認めて箕子開發の地

となす。故に今高句麗來りて此に王たるに及ひ

ても、箕子を尊て以て開國聖君と立つるは、民

心を安靖にし教化の基を立つるに於て洵に當然

なり。百濟の國は馬韓の舊土にして此は曩に箕

子後裔と稱する箕準の（衛滿に逐はれて）朝鮮

より逃來りて此に國を立てしものなり（△上面：

△所なり。百濟亦（の）韓民亦或は既に箕子の

朝鮮開國王たるを信せるならる。斯くて）箕子

朝鮮開國の説の（韓）民に向て宣傳せられ、馬

韓の箕子文化系統に入りしこと既に頗る古し。

而して高句麗か箕子を尊崇するは代を逐うて

益々盛にして、『周書』高句麗傳まては國の神廟

二ありて一は夫余神［婦人］、他は其子にして即

河伯女と朱蒙を祭ると記するに、『唐書』高麗傳

に至りては 

「俗多淫祠、祀靈星及日箕子可汗等神。」 

とありて、箕子を文化開祖として國祖可汗神と

相並へて祀りて既に此是時高麗肅宗七年、箕子

墳塋を求め祠を立てし先驅をなす。 

斯くて高句麗・百濟二國は、其文化の緒を古朝

鮮に尋て、箕子を以て文教の開祖にして理想の

聖君となすを得たり。他の他の一國新羅は後遂

に高・百二國を併呑して開闢以來 初の半島統

一國家を現出す。若し新羅創建の傳説に何等箕

子との直接若くは間接の關係を物語る者なくは、

新羅獨り高百二國と箕子文教の源流を蒙らす、

（△上面：△箕子文化と離れて）單純東夷の國と

ならさるへからす。是は新羅として忍ひさる所

なり。故に金富軾の『三國史記』を編するや、

開巻第一新羅本紀に於て 

「始祖朴氏、諱赫居世、前漢孝宣帝五鳳元年甲

子四月丙辰即位、號居西干。時年十三。國號徐

那伐。先是朝鮮遺民、分居山谷之間、爲六村。

一曰閼川楊山村、二曰突山高墟村、三曰觜山珍

支村、四曰茂山大樹村、五曰金山加利村、六曰

明活高耶。是爲辰韓六部。」 

是れ（金富軾か）新羅か高麗古記に據りて録せ

るものなるへく、朝鮮の遺民と云ふは『後漢書』

〔東夷傳韓〕の 

「辰韓耆老、自言秦之亡人、避苦役、適韓國。

馬韓割東界地、與之。」 

とあるを恣に改訂せるものなること言を俟たす。

而して斯く改訂して始めて新羅國家の源流を箕

子に叙しに、新羅文化の亦畢竟百濟・高句麗と

同様に箕子に淵源することゝなせり（るに至れ

り）。箕子傳説の發展驚くへく、殆と箕子は文化

的に朝鮮を統一せりと謂ふも可なり。（△上面：

△「 」△に入れる。）「李朝に至りて箕子開國の思

想依然變らす、大祖元年國號を改めて朝鮮とな

す。時に朝鮮よりは朝鮮・和寧の二號を奏す。

明太祖曰く 

「朝鮮之號稱美、且其來遠矣。可以本其名而祖

之。」 

亦以て當時朝鮮は固より明國迄、半島か古代箕

子朝鮮國たるを信せるを證す。」 

（上面：箕子を以て朝鮮開國の聖王となすは、儒教主義

を以て治國の經と立つる朝鮮に取りては尤都合よく、之

に由りて益々儒教々化の權威を大にす。前間恭作〔1868

～1941〕氏は「庶孽考」
5
資料に資材に於て朝鮮か箕子を

取入れしは、其治化八條中に奴婢の一目あるか、朝鮮社

會組織とよく相合する爲なりとて『高麗史』奴婢條序論 

「東國之有奴婢、大有補於風教、所以嚴内外等貴賤、禮

義之行、靡不由此焉。」 

を引用す。是は面白き意見なるも、恐らく反對に箕子の
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八ケ條の中奴婢ある事か朝鮮社會組織と適合する爲なり

と視做すへきか。兎に角箕子の八ケ條なる者は朝鮮の政

治及社會組織の形態に重大なる關係あるｺﾄは否定すへか

らす。） 

〔檀君傳説〕 

（一然の）『三國遺事』に至りては、朝鮮北方山

地の一傳説と惟はるゝ檀君天降して國を立つと

云ふを以て朝鮮の開國となし、（◎上面：◎以て

帝堯の時代となし。爾後）檀君子孫相繼て王た

り。後周初に至りて箕子封せられて此國に王た

り。檀君の子孫避けて王位を讓るとなし、以て

巧に開國傳説と箕子傳説とを聯絡せしめたり。

「李朝に至りて箕子開國の思想依然變らす大祖元年國號

を改めて朝鮮となす時に朝鮮よりは朝鮮和寧の二號を奏

す明太祖曰く 

「朝鮮之號稱美且其來遠矣可以本其名而祖之。」 

亦以て當時朝鮮は固より明國迄半島か古代箕子朝鮮國た

るを信せるを證す。」〔前に移す〕 

（上面：檀君傳説は、半島の北方（山地）に盤

居せる東胡の有する山神岳崇拜より來る、山神

か人間事の禍福に大勢力ありと信する、上古宗

教的信仰に基くものにして、遠く『山海經』の

山神の半獸半人の形體を有し、能く種々の不思

議を現し、其の爲に或は風雨火水を呼起すこと

あり、故に年に之を犠牲を備へて之を祭るとな

すものと一脈相通するものあるとなす。從て漢

江以大同江以南韓民族の間に發生せる傳説には

あらす。况んや。海岸より發祥して 初の半島

統一者となりし新羅人の傳説にはあらさるなり。

東山經 

「東次三經之首、自尸胡之山、至于無睪之山、

凡〔十〕九山、六千九百里。其神狀皆人身而羊

角。其祠、用一牡羊、米用黍。是神也見則風雨

水爲敗。」 

北山經に 

「獄法之山〔…〕有獸焉、其狀如犬而人面、善

投見人則笑、其名山 。其行如風、見則天下大

風。」） 

然るに併合以後、朝鮮人間に民族（獨立）意

識強烈となるや、努めて從來の歴史を洗つて支

那文化の影響を取除ける、朝鮮自體の文化の存

在を闡
ひら

き出さんとし、檀君を以て日本の天照皇

大神に當てゝ朝鮮民族の始祖となし、其頃既に

朝鮮に一種の文明ありしとなし、他方、箕子を

朝鮮より排除してす（せんとす）。而して是の企

ては檀君の事傳説の結局（未開人の）荒唐なる

傳説なる限、支那の高度文化に對抗する文化存

在の證左とならさると同時に、事實上の箕子の

來鮮は之を否定し得へきも、理想的聖君、朝鮮

文化開發の教主として箕子は到底（朝鮮）歴史

上拂拭すること能はさるを忘るゝものなり。亦

一時反動的思想と視るへきのみ。 

〔小中華〕 

漢四郡撤退せられ半島に三國鼎立するに至ると

雖、箕子開國の傳説は眞實として信受せられ、

（三國共に）文化的には支那本國を以て本宗と

なし、且又自ら處ること他の蠻夷の若
ごと

くならす、

必す一意中國の禮儀典章を學ひ受けて以て開國

聖君の遺圖を辱むるなからんと努む。是れ實に

三國君臣をして政治的には支那の羈絆を脱し

つゝ、文化的に支那の文化を奉し、其の文化圏

内の一員として飽く迄之に從屬せる所以なり。

（△上面：△故に箕子開國の傳説は古代朝鮮の

（有せる）支那文化に對する服從の思想にと他

民族に對して自負する（有する）文化的誇との

説明に自負と（〔に〕由り來る所の好個）の説明

にして而ｼﾃ後來朝鮮人の小中華と自稱し、孔子

の東夷を稱せるを揚せるもの皆之に由りて説明

せらる△稱揚せる東夷を以て自ら處れるもの等

皆、是の意識の發露ならさるはなし。上面右：△

6
故に支那より儒教傳はるれは喜ひて儒教を受

けて之を學ひ、佛教傳はれは亦喜て佛教を受け

て之を信奉し、道教遣さるれは亦喜て謹んて道

教を受けて之を尊崇す。支那の思想變化は亦遠
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からす朝鮮にも傳はりて同様の思想變化を現は

す。例へは滿洲に起れる低氣壓の必す一定時間

後ては半島にも進行し來るか如し。今先つ半島

内に支那の三教傳來の 初の史實を述へ、以て

漸次是等三教の半島内に於ける思想的變化を叙

せんとす。） 

 

〔三國・新羅思想史〕 

第〔一〕章 高句麗百濟の漢學 

 

〔一 高句麗〕 

（□上面：□『東史綱目』の三國始起に於て論す

る如く、三國の始まるは 些
いささか

漢武帝以前に在り、

其名既に支那に知らる。而ｼﾃ金富軾の『三國史』

を撰するや、猶内外史料の洽捜を缺き、遂に高

句麗・百濟二國を傳ふること甚簡略なるに至れ

り。況んや） 

三國以前（の韓半島）支那文化の輸入は其迹茫

乎たり。姑く之を措く。（◎左脇：◎但し漢代の

支那は秦皇（法刑を以て）思想統一の後を承け

て儒教を以て國民思想の統一を圖りたれは其の

四郡及二郡に與へたる□→上面：文化的影響も儒

教に於て 優勢なりしは想像するに難からす）

三國鼎立に至りて朝鮮の史乘の文獻徴すへく

（し）支那の文化輸入の 
朝鮮半島の歴史、三國鼎立に至りて始めて尋ぬ

へく、支那との交通も漸やく頻繁となり、漢學

傳來支那文化輸入の迹、明かなるに至る。但し

漢學・漢籍殊に儒教々理を載する經書の傳來は

既に遠く漢の郡政當年に在りしは固よりなり。

而して漢代は儒教の外、老・莊・申・韓の學、

儒と相並ひて盛に行はる。恐らく老子の書も意

外に早期に半島に輸入せられしなるへし。 

三國中、 早く支那と交通せるは高句麗なり。

高句麗、本と遼東より興り、逸早く遼西燕の地

方と交通し、『三國志』に（〇上面：〇高句麗傳

に）據れは、高句麗は漢時常に玄莵郡に往て朝

服衣幘を受けしか、後やや驕慢となり、復た郡

に詣らす、東界に小城を築き、朝服衣幘を其中

におき、歳時には來りて之を取り用ふ。後縱ま

まに自ら王と稱し、漢は之を認めす。王莽の時

には、『漢書』に高句麗と記す高句麗を憎み、高

句麗の名稱を改めて下句驪となし、高句麗亦新

莽と絶ちて交通せす。後漢光武皇帝立つに及ひ、

其の建武七年冬十二月即高句麗大武神王の十四

年正式に使を遣して朝貢せしむ。翌年復た朝貢

す。光武帝許して其王號を復す。遼東太守蔡彤、

武略あり、威遼東を震ふに至りて、鮮卑と共に

款を致して此に朝貢す。後歴代支那との交通絶

えす。太祖王營立つに至りて國力俄に進み同時

に後漢との間、侵寇交戦の事相續いて起る。 

されﾄﾓ是は他方（高句麗をして益々）後漢の

文化に接觸するの機會を與へしは論なし。次て

高句麗の平壤に都を移すに至りても支那文化の

輸入は衰へす小獸林王二年には既に太學を立

てゝ子弟を教ふと傳ふ［三國史記、和漢三才圖繪］。

同年秦符堅、僧順道及佛象佛經を送る。其書を

以て子弟に教ふ。是に於て佛教、其の第一歩を

半島に印す
7
。（◎上面：◎ 

梁『高僧傳』は東晋の太元年末僧曇始、經文

を賷〔＝齎〕して單獨に遼東へ入りて熱心に布教

し、義熈初年復た關中に還れりとあり。遼東の

地、何處なるを知らすと雖、『高僧傳』は曇始の

開教を以て句麗聞法の初となし、崔孤雲亦之に

從へり。されは高句麗佛法は遼東内領域と鴨緑

江邊國都の二ヶ處に發祥地を有す。然るに遼東

は燕と高句麗との競爭地域となり、干戈絶間な

く、小獸林王の三代後、長壽王十五年［四二七］

には都を平壤に遷したれは、遼東佛教と高句麗

佛教との間聯絡に付ては考ふへきなし。小獸林

王以後、高句麗に在りて佛法益盛、次王故國壤

王九年には下教して人民に佛法を崇信して福を

求めよと奬めたり。平原王の朝、僧義淵を齊都

鄴に遣して佛教（地論宗、般若宗義）に就て質
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問せしむ［海東僧傳］。△→次頁：然るに高句麗は

佛教を以て唯一國教と立てす、唐起るに及ひて

は道教をも輸入し之を信奉し、儒・佛・道三教

鼎立して行はれしめたり。） 

廣開土王・長壽王に至りて土を拓き境域を擴

くること廣大にして東夷中の 強者たり。而し

て支那南北に亘りて交通盛なり。『梁書』に 

「東夷之國、朝鮮爲大、得箕子之化、其器物惟

有禮樂云。魏時、朝鮮以東、馬韓辰韓之屬、世

通中國、自晋過江泛海。東使有高句麗百濟、而

宋齊間常通二職貢一、梁興又有加焉。」 

云ふ。（○上面：○『宋書』帝紀夷蠻傳に晋安帝

義熈九年高句麗王璉を以て使持節都督營州諸軍

事征東將軍高句麗王樂浪公となすとあり、其の

晋朝との親善關係を證す。『日本書紀』推古天皇

十八年、彼の有名なる高句麗曇徴法定來朝し、

徴は諸藝に通し丹青彩色の術に巧に又五經に精

通せりとあり。既に高句麗の僧徒か内外兩典に

渉りて研究せるを見る。） 

唐朝に及ひて高句麗益々其文化を慕ひ、唐の尊

ふ所の佛教及道教の書を請ひて之を將來す。榮

留王の七年［高祖武德七年］請ひて暦を頒ち、又

帝道士に命して元始天尊像及道經を齎して高句

麗に赴きて之を講せしむ。又王翌年使を遣して

佛教及道教の法を求め、帝之を許す。『舊唐書』

に 

「高句麗書籍、有五經三史三國史晋陽秋。」 

と云ふ。案するに晋春陽
マ マ

は『晋春秋』の愆なる

へし。『高麗史』宣宗八年戸部尚書李資義・禮部

尚書魏繼延の奏に由り宋皇帝に獻せる百廿八種

古書目に孫盛『晋春秋』三十三巻とあるものな

るへし。又 

「高麗俗愛書籍」 

と云ふ。以て是國は如何に支那文物輸入に熱心

なりしかを知るへし。（△上面：△日本書紀推古

天皇十八年）寶藏王の二年に執政（泉）蓋蘇文、

王に勸めて唐に倣ひて儒・佛・道三教並行せし

め、唐太宗に請ひて道教を求め、道士叔達等八

人來りて道教を弘め、王（多く）僧寺を取りて

道觀となす（なし、道士をし（尊ひ）て儒士の

上に坐せしめ［三國遺事］、）是に於て僧侶等、高

國を逃れて南方に赴く者あり、佛徒多く望を高

句麗に缺く。後高句麗滅亡の時（信誠の如く）

僧徒にして款を敵に通して國を賣る者あり。（△

上面：△ 

蓋蘇文か特に唐に請ひて道教を將來し、教政

の根本を三教並行に定めしは、獨り彼自身の支

那文化に對する思想を發露するのみならす、又

後來朝鮮人の多くの者の懷抱する所となれり即

（共通思想を發露す。）朝鮮は支那のあらゆる文

物を取入るへきか故に、支那に行はるゝ者の内

或一つのみ取りて他を遺すは不充分なり。須ら

く一切の教を取入れて以て支那のあらゆる模倣

者とならさるへからすとなすなり。『三國史記』

に（蓋）蘇文の王に告くる語に曰く 

「三教譬如鼎足、闕一不可。今儒釋並興而道教

未盛。非所謂備天下之道術者也。」 

恐らく此思想は百濟新羅にも行はれたりしなる

へけれは、唐代道教の上下の信を博せる、彼の

如くなりしかは、道教の亦（は）濟・羅二國に

も將來せられしものと見るへきか、但し（百濟・）

新羅には、佛教の名師輩出し、國王亦信佛王輩

出せ（相踵
あ い つ

き）しかは、畢竟國教の位地は之を

佛教に委し、道教は自由思想として行はれしに

過きす。→左：但し道教の特に三國中高句麗に

盛なるを致せるは後漢書及三國志の高句麗に據

るに何れも國中大山深谷多く鬼神を祀るを好む

とあり） 

既にｼﾃ蓋蘇文、外交政策を誤り、（曩に高句麗か）

隋煬帝・唐太宗の大軍を撃退せる奇蹟的大勝利

に誇りて深く自ら驕り、終に唐と新羅の南北挾

撃に逢ひて國祚祭らす。而して新羅統三以後、

勝國の文獻を保存すること少く、高句麗佛教・

儒教・道教皆湮滅して傳らす。惜むへしとなす。
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然れﾄﾓ麗末の教政か三教を偏奉せす相鼎立する

を許せるは、一見奇異なるか如きも、當時唐の

宮廷の三教並尊の狀況を觀れは、其の此に出る

も怪むに足らす。猶又三教共に支那の 有力な

る教として周以來民信を繋き來れるとすれは、

皆其々の眞理を有する者と視做すへく、支那文

化を學ふ東國として（唯）其一を取りて他を廢

するは必すしも賢明と（るは、尚支那を學ひて

之を盡す者と）謂ふへからす。（△上面：△（『三

國史記』）蓋蘇文の王に告くる語を録して曰く 

「三教譬如鼎足、闕一不可。今儒釋並興而道教

未盛。非所謂備天下之道術者也。」 

と、能く彼の中華文化將來の思想を明白に發露

すと謂ふへし。） 

而して蓋蘇文の三教並尊の思想は、爾後も朝

鮮には絶えさる一の思想の流となりて、或は三

教調和説となり、或は三教歸一説となり、或は

三教採長説となりて思想界信仰界に現出つ。 

（上面：三國中獨り高句麗に在りて道教を極尊

せる理由に就きては、宋末宣和六年高麗に來れ

る使徐競の『高麗圖經』の記する所、一部の據

る所なきに非す。恐らく競は之を高麗の博識よ

り傳聞けるならん。 

「高麗地濱東海、當與道山仙道、相距不遠。其

民非不知向慕長生久視之教、第中原前此、多事

征討、無以情淨無爲之道化之者。唐朝之興、尊

事混元始祖、故武徳間、高麗遣使、自請道士至

彼講五千文、開釋玄微。高祖神堯奇之、悉請從

其請。自是之後、始崇道教、踰於釋典矣。」 

高麗、大川名山又に富み、古來支那に在りて神

仙方術の發祥なる山東と同しく東海に濱す。原

始的に鬼神を信し、實に道教有縁の地なり。然

れﾄﾓ蓋蘇文の道教を請へるは、李唐高祖の老子

特尊道教信奉の事、此にも聞え、一には支那の

尚ひ支那に流行する所の教を取入れんとする又

文化輸入の熱心と、他には何分か由りて以て唐

朝の好感情を博せんとする事大主義とに原因す

と視做すへし。） 

 

〔二〕百濟 

百濟は即元と馬韓の地。馬韓は三韓中尤強大に

して支那文化に接すること 早し。是れ『後漢

書』に 

「三韓之諸國王、先皆馬韓種人焉。」 

と云ひ、金富軾の『〔三國〕史記』に 

「辰韓、常用馬韓人爲王。雖世々相承而不得自

立、常制於馬韓。」 

と云ふ所以なり。されは馬韓と支那との交通は、

『三國志』には晋武帝咸寧三年既に馬韓主、使

を遣して朝貢すと記す。後、百濟王國と稱する

に至りては第一次朝貢の史乘にあるするは『晋

書』に簡文武（帝）咸安二年、百濟王使を遣し

て方物を貢すとあるもの是なり。高句麗、前漢

時代より既に支那と交通ありしに比すれは約四

百年後る。是れ陸續なる高句麗と、海を横きり

ての百濟の交通との難易より來る結果なり。但

し百濟に既に（支那）文化の將來せられしは、

樂浪・帶方時代に泝るへけれは、漢籍の傳りし

も頗る上代に在るへし。 

古爾王の五十二年（は）（晋武帝太康二年（に

して）帶方郡猶存す。）（此年）王仁、我國に來

朝して『論語』『千字文』を獻し、其前年阿直岐、

來朝して儒經を皇子稚郎子に教へしに徴すへし。
8
 

爾後歴代支那との交通絶えす、近肖古王廿九年

［晋簡文帝咸安二年］使を遣して晋に朝貢せしめ廿

九（其卅）年には博士高興なる者を得、國の書

記を作るを得たり。『三國史記』には（此を録し

て）百濟は開國以來未た文字記事あらすと云ふ

（ひ、更に）附記して高興の何許人なるを知ら

すと云ふ。恐らく彼は支那人なるへく、百濟の

國の記録あるは高興に始るとなすへし。 

又『三国史』百濟本紀には高句麗故國原王の

百濟を犯すや、近肖古王太子を遣して之を防か
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しめ、半乞壤に至り、進撃して大に之を破り、北
に

くるを追ひて水谷城の西北に到る。將軍莫古解、

諌めて曰く 

「嘗聞道家之言、知足不辱、知止不殆。今所得

多矣、何必求多。」 

と。太子、之に從て止むとあり、當時老子書か

道教の既に百濟に入れるを見る。 

枕流王の元年［東晋孝武帝太元九年］使を遣して

晋に朝貢し、胡僧摩羅難陀、晋より來りて佛法

を説き、百濟の佛教茲に始まり、王始めて太學

を立て律令を頒つ。毘有王の廿四年［唐文帝元嘉

二十七年］使を遣して宋に朝貢せしめ、易林式占

と腰弩とを求得て歸る。聖王は百濟（王）中卓

逸せる文化に功ある王なり。梁武帝に倣て大に

佛教を外護し、且つ進て日本に迄佛法を傳へた

り。其の十九年には梁に使を遣して朝貢し、兼

て毛詩博士と涅槃等佛經の經義及工匠・畫師を

表請して之を得たり。法王は博士李文眞に命し

て始めて國史を撰修せしむ。（◎上面：◎其の卅

五年には唐太宗に請ひて高句麗・新羅僧と共に

百濟僧の中國に入りて佛法を學ふを許さる。）武

王の四十一年［唐貞觀十五年］には子弟を遣して

國學に入らしめ、唐文物を輸入するに鋭意す。 

國末に至り新羅親唐の外交の成功に伴て（◇

左脇：◇漸く日本に頼ることりて新羅を壓し高句

麗を防くに專となり）、唐との關係漸く疎乖し遂

に唐新羅の聯合軍の爲に國破れ、日本の援軍亦

白江村
マ マ

に大破し、社稷血食せす。 

百濟滅後、其の文化は新羅に如何なる影響を

與へしか、今文獻滅ひて徴する能はす。（△上面：

△百濟の文化殊に佛教及美術の方面は朝鮮の史

料徴すへきもの甚少し、寧ろ日本の古記に之を

録するもの甚多し。百濟の文化を究めんとする

者は必す日本古史録を捜
さぐ

らさるへからす。） 

 

第二章 新羅文化 

 

新羅開化の三國中 後るゝは（れしは）地理的

關係上已むを得さる所なり。新羅の支那との交

通の開けしは、『資治通鑑』に東晋孝武帝太元二

年、高句麗新羅西南夷皆秦に入貢すとあるもの

にして、『晋書』には符堅の建元十八年壬午に新

羅王樓寒、使を遣して美女を貢すとあり。（◎上

面：◎『三國史記』（にも）奈勿王廿六年、秉頭

を遣して符秦に入りて方物を貢せしむとあり。）

案するに、符堅は頗る朝鮮半島の開教に意を用

ひ、前に高句麗小獸林王二年には僧經像を高句

麗に送りて半島に佛教の第一聲を擧けしめたり

（基を開きたり）。 

新羅か高句麗を通して前秦の文化を聞き使節

を遣せるは、事の宜しき所なり。爾後（久しく）

新羅の支那への朝貢絶えて史乘に記載あらす。

北魏の宣武帝景明三年壬午に至りて智證王、使

を遣して朝貢し、次て永平元年戊子復た使を遣

す。既にして梁武帝南朝を立て文化大に進むに

至りて、新羅開化主義の王法興王亦遙に之を慕

ひ、梁の普通二年辛丑、使を遣して梁に朝貢せ

しむ。但し是時は新羅の南支那に使節を派する

第一次なるか故に自ら達する能はす、百濟使節

に隨て始めて梁に到るを得たり。 

之より先き佛教既に高句麗より（僧によりて）

新羅に秘密に布教せられしか、國法之を禁す。

法興王始めて之か公行を許す。今や新羅と梁と

の交通開くるに至りて直接南方の（佛教）諸宗

持來さる（此に將來せられ）（◎上面：◎眞興王

七年には國史を修し、）眞興王十年には梁、使を

遣して入學僧覺德と佛舎利とを新羅に送り、新

羅佛教の宣敷を勸奬す。 

既にして新羅の國力漸く（内に）充實して領域

發展の機運到る。『日本書紀』には（據れは）欽

明天皇の十二年に百濟聖明王親ら其國軍及新羅

任那の二國の衆を帥
ひき

ゆて高麗を伐ち漢城の地を
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得、亦軍を進めて平壤を撃ち六部の地を回復す

とあり、翌年百濟漢城のと平壤とを捨て新羅之

に因りて漢城に居る
9
とあり、『三國史記』には

（據れは）其翌年欽明天皇十四年［眞興王十四年］

秋七月百濟の東北鄙を取りて新州を置くとあり、

其十六年には王北漢山州に巡幸して封疆を拓定

し、十八年には新州を廢して北漢山州をおく。

（とあり平壤を取るの事信すへからさるも三國

史の記事疑なし）（◎上面：◎日本書紀の平壤は

南平壤を謂ふなり。漢城と南平壤と同一域なる

を知らす別書せるなり［文獻備考（輿）地理考］斯

くて新羅は高句麗・百濟に代りて漢江流域・臨

津流域の地方を支配するに至る。） 

新羅か百濟の東北部を取りて北漢山州をおき

しは、新羅文化發達に一時期を劃する者にして、

之より新羅は自由に黄海を横斷（航）して支那

と交通するを便宜を得。爾來陳及隋と交通頻繁

となり、特に入學僧の往還相望み、新羅佛教急

速に發達をなし、支那に於ける諸宗派續々とし

て輸入せられ、同時に新羅は、必す支那と結ひ

て其の援助を得るに非されは、半島經略三國統

一の大業成就すること難し。故に新羅は何物を

犠牲にすとも支那に對して三國中 親善の關係

を締結せさるへからすとなす（所の）新羅の

高國策の確定を見。爾後歴代國王、相承けて其

實現に努力し、同時に内には國民の志氣揚り武

勇を磨き、宛然日本武士の如き氣象を以て、名

將金庾信を総帥に仰き北の高句麗、西の百濟に

當り常に（能く）以寡敵衆（し）、外は（國交）

使臣を（國を代表して）支那に派遣（駐在）し

て深く宮廷に迄喰入り遂に皇帝をして親羅主義

の人たらしめし金春秋・金法敏・金仁問・良圖・

海喰（等の才人）あり、内外相應して終に 東

方に偏在し 文化に後れし國を以て三國統一の

大業を成就するに至れり。されは新羅の文物は、

其の眞興王朝北漢山州を百濟より取りて支那と

の航通口を得たる時を以て飛躍的に發達の途に

進めりと謂ふへし。 

新羅に支那文物の將來に由り、儒・佛・道三教

か漢學と云ふ形式に由りて新羅に入來りしは、

想像するに難からさるも、今残存する文獻には

佛教の發達の盛況を物語るもの獨り豊富にして、

他二教に於ては甚貧弱なり。是れ當士人の儒學

傳習の熱心よりも僧侶の傳法の誠勝るか故に、

其の學問一般に在りても僧侶に讓る所ありしに

因るなるへし。 

例へは、眞平王十一年遣はされて廿三年に還

國せる留學僧圓光は當時實に政治に在りても王

の顧問の如き位地
10
に在りて、高句麗の屢次封

疆を犯すを苦みて隋に兵を乞ひて之に當らんと

欲し、其の此の重大なる請表は實に圓光の手に

由りて撰せられたり。斯の如くなるか故に、新

羅の士流の學問を以て身を立てるとするや、佛

に往かされは則儒に往き、明に士流立身に二途

あるに至れるは、『三國史記』任強首列傳に 

「及壯自知讀書、通曉義理。父欲觀其志、問曰、

爾學佛乎、學儒乎。對曰、愚聞之、佛世外教也。

愚人は間人也、安用學佛爲。願學儒者之道。父曰、

從爾所好。遂就師、讀孝經曲禮爾雅文選。」 

とあるに徴すへし。されは新羅の 

然れﾄﾓ、儒教は漢學一般の根本思想を成し、漢

學の傳來し支那文化の取入れらるゝに從て、當

然 初に新羅人に受用せらるへき思想信仰なる

も（なるか故に△→上面：△支那との交通の頻繁

となるに從て益々發達し、終に唐太宗、外征業

成り諸夷皈服するに當り、貞觀十三年大學學舎

を千二百區に増築し、高麗・百濟・新羅・高昌・

吐蕃相繼て子弟を遣して入學せしめ、大學々生

數八千餘人に達するや、其餘風亦新羅に及ひて

新羅の漢學振作の時期に入り、儒教の教義文獻、

國民に普及し、既にして三國統一業成るや、神

文王二年國學を興し、其の制度課程、略唐制に

則り文運斐然として盛なり。然れﾄﾓ）元來儒の

教は人間の自然の倫常に順應して 中庸の穩健
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毫も他奇なきか故に、其か人間社會の道德・政

治の軌範を與へ、又支那文學としての方面より

文章の詩歌忽にして（能く）新羅人の道德及政

治思想を統制し、又從て官吏治者の必修の學問

となり官吏登用資格と結付き、既にして學校設

立せらるゝに及ひて國家の教育の内容形式、皆

儒教の立つる所に準據するに至りて而して（れ

るも）、顧みて尚新羅人の（生前死後）現在及未

來に向て欲求（有）する強き功利的及非功利的、

國家的及個人的欲求をは是に依りて滿足せしむ

るには足らす。 

換言すれは、儒教は尚新羅人の（高遠なる形

而上的教理及感應の對象を要求する）宗教意識

の充足を與ふるには足らす、依然彼等は古來の

宗教なる巫覡及天象祖先崇拜に依りて其の信仰

對象を與へらるに止まれり。是に於て一朝佛教、

法興王に由りて公行を許さる（れ、爾後歴代益々

逐年大小乘諸宗教義普及せらるゝ）に至りて始

めて、新羅人は深き内容を（ある教理を）有し

て禳灾招福の法力に溢るゝ偉大なる宗教に接し、

此に新羅人の思想信仰に大なる新しき内容を與

ふるに至れり。（◎上面：◎百濟の聖王の日本に

佛像經文を獻する上表に、佛の諸法中、 殊勝

難解難入、周公孔子も尚知る能はさる所と云

へるは、能く三國人の儒佛二教の批判を明白に

顯せり。）故に新羅の思想史は佛教の流行に至り

て忽然として飛躍的に（内容豊富にｼﾃ信念深き）

新時代に入る。 

 

第三章 新羅の佛教 

 

（次頁上面：『三國遺事』は、法興王十五年の前

百十一（餘）年訥祇王元年（時）墨胡子一名我

道なる僧、高句麗人を以て（より）新羅（一善

郡）に來りて秘密に布教を開始して後往く所を

知らす。毘處王の時、我道和尚なる者一善郡に

來りて布教し數年にｼﾃ無疾ｼﾃ歿し、其從者三人

留住して經律を講讀し往々信する者ありとす。

『海東高僧傳』は朴寅亮の『殊異傳』を按して

我道の傳を載せ、其來羅を味鄒王の二年となす。

則訥祇王に先たつこと更に百年なり。而ｼﾃ『海

東高僧傳』は別に又「古記」を引きて、高句麗

の阿道の法興王十四年一善郡の信士毛禮の家に

到るや、禮驚愕ｼﾃ 

「曩者、高麗僧正方來入、我國君臣怪爲不祥、

議而殺之。又有滅垢玼、從彼復來殺戮如前。汝

何求而來耶。」 

と言て密室に匿住せれは、其内に呉使五香を以

て獻す。朝廷其の用法を知らす遍く國中に探て、

阿道乃ち其用法を説き、王御感 斜
ななめ

ならす、此

に佛法公行の基開くとなす。 

此の所謂古記は何人の手に成れるかを知らす。

文中注意すへきは、曩に高麗僧二人二回に來り

て共に殉教するを記す事、是也。『海東高僧傳』

は又別に訥祇王時墨胡子來り、毘處王の時阿道

和尚復至ると記すること『史記』『遺事』と同し。

是は『史記』の注によれは、新羅金大問の「雞

林雜傳」に基くと云ふ。 

斯くて新羅に初めて佛教の入りし年代に就ては、

古き朴寅亮→挿入文の左→『殊異傳』の味鄒王

二年［二六三］あり、次には『史記』『遺事』『高

僧傳』の訥祇王期［四一七～四五七］あり、「古記」

の所謂高麗僧及滅垢玼の殉教年代は詳ならす。

而ｼﾃ阿道の來羅につきても『殊異傳』は味鄒王

二年となし、『史記』『高僧傳』は毘處王の時と

なし、「古記」は法興王十四年となす。獨り『遺

事』は墨胡子と阿道とは同一人なるのみならす、

彼の高句麗小獸林王五年王か伊佛蘭寺を剏めて

順道と共に此における阿道とも同一人となす。

◎→次々頁上面：◎其來羅の年代を訥祇王朝となす。 

案するに墨胡子・阿道を同一人となすは、訥祇

王・毘處王と明瞭に區別する古傳に反し、斯く

も長年生存するは不可能也。二人者儀表相似た

りと云ふは、僧形なるか爲なるへし。且又前述
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『高僧〔傳〕』の引用せる「古記」に法興王佛法

公行前高麗二僧來りて皆殉教すとあるは、是の

墨胡子・阿道の二人か果ｼﾃ殺されしか否か徴憑

すへからすと雖、兎に角、法興王行佛前に高句

麗より前後二僧來りし點に於て相合す。『高僧傳』

は又一説として高得相の詩史を引きて 

「阿道再遭斬害、神通不死、隱毛禮家。」 

と記し、墨胡子も阿道も皆同一阿道其人にして

共に殺されしも神通を以て死せす、三度目に法

興王の十四年に現れて終に使命を果せりとなす。 

以上を綜合して予は、新羅に在りては、法興王

十五年行法前、高句麗小獸林王二年行法の後四

十餘年訥祇王の頃、既に高句麗より僧侶の來れ

るありしか、佛法未た行はるゝに及はすして死

し、次て毘處王の時復高句麗より阿道なる者來

りしか、亦佛教一般に行はるゝに及はすして死

し、法興王に至りて始めて公行す。而ｼﾃ是時高

句麗僧亦阿道と呼へり。是即崔致遠の「智證國

師碑文」に 

「句驪阿度々于羅如康會南行。」 

となす所以也。而ｼﾃ何故に新羅に斯の如く我道

の僧名多きか。若し當時僧を呼ひて아도となせ

るならは、頗る妙なるも今攷なし。斯く解て始

めて『史記』所載法興王十五年群臣か王の行法

に反對する語中に 

「今見僧徒、童頭黒服、議論奇詭而非常道。今

若縱之、恐有後悔。臣等雖即重罪、不放奉詔。」 

とありて、彼等か既に僧侶を見、佛法の議論を

聽きし事實を了解すへし。然則、訥祇王・毘處

王朝二回、勇猛なる高句麗僧來りて布教を試み

て共に成らす恐く殉教の 期を遂けしか、尚佛

法種子遂に新羅に亡ひす民間往々之の私奉する

者あり、王の皈依を得て始めて公許教法となり、

漸く以て國教となるとなすへし。） 

新羅佛期は之を四期に分ちて觀るを得へし。第

一期は、所謂黎明期にして始めて佛教か新羅人

に（公然）紹介せられて其の布教を開始し福音

を弘布する時期也。第二期は、傑出せる僧徒の

（巧なる）方便説に由りて佛教と新羅人の在來

宗固有思想との融會を成し始めて佛教名實共に

新羅の國教たるに至れる時期也。第三期は、佛

教々理の發達其の頂に達し、（實）大乘の諸宗の

樹立を見し（時）期なり。第四期は、佛教宗派

の 力的にして 知識階級の在家者にも玩味し

信奉する門戸を開ける禪宗の興隆せる時期なり。

以下各時期に亘りて其の概要を述へる。 

 

〔一⇐〕１ 第一期根本佛土説 

法興王の以前既に高句麗の（勇敢なる）法師に

由りて秘密に佛教か新羅に布教せられしは、

（『三國史記』）『三國遺事』『海東高僧傳』の記

する所ありて疑ふへからす。故に安順菴は『東

史綱目』附巻上考異新羅始行佛法の項に 

「新羅佛法之行、雖在是年、而炤智王時、有焚

修僧、則前已有佛矣。且慈悲炤智等號、皆有佛

語。蓋佛法雖存而一國信奉、從此始也。」 

と云へるは、亦是意に外ならす。而して法興王

は何か故に佛法を公行せんとし、當時朝廷の臣

下の大部分は如何に王の意見に對して如何に思

へるか。（今『史記』『遺事』『高僧傳』△上面：

△共に金大問［聖德王時人］の「雞林雜傳」に從

へﾄﾓ明記する所なし）。 

案するに當時高句麗・百濟の二國は既に佛教

を行ひて（ふｺﾄ）久しく、又南朝梁武帝は稀有

なる信佛天子にして法燈を高揚するに惟れ日も

足らす、（佛教は）支那文化を重要なる部分とな

れり。開化主義を抱持する法興王か己の國にも

之を行はんとするは、洵に宜なり。然るに當時

の廷臣は其の異國の法（にして荒誕）なる佛法

を行へは、堂塔の建立に由りて國帑を糜すへき

か故に止むるに如
し

かすと反對し、此に異次頓の

殉教的（受）刑に由りて廟議一決せるなり。 

然るに更に進みて法興王其人の佛教に對する

個人的信仰を攷察するに、彼は一般王者と同し
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く佛法を以て國祚擁護の法力あるものにして、

三國對峙し互に國運興敗を爭ふの秋、是教を奉

して以て佛加護を得、他日の大業を成就せんと

念願せるか如し。其は王と時を同うする百濟の

聖王か其卅年、日本欽明天皇に佛像經巻を貢す

るや上表して 

「是法、諸法中、 爲殊勝、難解難入。周公孔

子、尚不能知。此法能生、無量無邊、福法果報、

乃至成辨、無上菩提。譬如人懷隨意寶逐所須用

盡依情。［日本書紀］」 

と云て之を奬めたり。 

今残存する慶州栢栗寺六面石幢は推定新羅憲

德王十年戊戌の建立にして多く漶漫して判讀す

へからさるも、猒燭の頚の切口より白乳天に噴

逬し、虫螻迄昇天するの繪一部と王と猒燭との

問答に 

「□天下佛教流行□動之類□□□□國豊民安可

通三韓□□四海。［金石総覧］」 

の一行は、朧氣なから讀むへし。是は、更に後

世に至り大に發展せる佛法と國家との關係を緊

締せる思想にして、新羅君臣か一度斯く佛教を

奉せる以上、極崇極尊に到らされは已まさる所

以、實に此に存す。 

法興王、佛教を公行し、次王眞興王一層之を熱

信す。末年剃髪僧衣を披し自ら法雲と號し、妃

亦尼となる。斯の如く新羅佛教、逐年宮廷大臣

の家庭に浸潤すと雖、尚都鄙庶民の心中には此

を以て異國の教にして自國固有の神祇の崇拜・

祝釐と別教なるか故に、之を信するは反りて國

神及祖先の靈の不滿足を買ふ所以ならすやと畏

れ、不安を感する反佛意識の存在するかを免れ

す。從て村々里々を教化して眞の國教となさん

には更に又善巧方便を運
めぐ

らさゝるへからす。 

而して此の佛教（普及）當局（面）の重要問

題を 工
たくみ

に解決せるは、彼の善德王朝の慈藏大

德其人なるか如し。彼に至りて初めて新羅に在

りて日本の本地垂迹説に似たる根本佛（土）説

の唱出されしを見る。 

慈藏は王族なり。善德王五年入唐し（太宗の

許可を得）終南山雲際寺の小庵に入り（道宣の）

律宗を受學す。貞觀十七年還り大に王の皈依を

得、大國統に任せられ、戒律を規定し、大に僧

尼の紀綱を肅振（正）す。梁山通度寺に金剛戒

壇を築きて（僧俗）萬民の爲に授戒す。（國中尊

稱して菩薩と曰ふ。） 

根本佛土説は、本地垂迹説と立説の本意を同

しうして、其の對象及説方を異にす。本地垂迹

説は奈良朝に起りて盧舎那佛と天照皇大神とを

一本同體と立てたるに、根本佛土説は、國情日

本と異なり、國民思想中心對象を缺くか故に、

單に朝鮮なる國土殊に新羅の領有する東海岸一

帶、北金剛山より南慶州に至る地を以て、前佛

時代の佛淨土たりし者、中頃一時佛法絶えて今

再度新羅の手に由りて興されんとすと説くなり。

故に之を稱して根本佛土説と謂ふへし。されﾄﾓ、

其の本來佛法の行はるへき因縁を有する國土な

りとなす本意に至りては日本垂迹説と擇ふ所な

し。 

是説、國王の崇敬する尊き大僧正の口より

物々しく説演せらるゝﾄｷは、無知なる庶民の信

受するは勿論、同時に（從來）佛教を以て外來

異教と惟へる觀念を轉（翻）して、今佛教を奉

するは即故國の舊教に復歸するに外ならすと信

し做すに至り、此に佛教と一般民心との間の乖

隔撤せられて眞の融會を致す。 

（上面：按するに、根本佛土説の思想の佛典に現はるゝ

や、其來ること甚悠遠なり。而して大別之を二類に別つ

を得へし。 

其の一は、『舊譯華嚴經』第二十九菩薩住處品、『新譯

華嚴經』第四十五諸佛菩薩住處品、『大集經』第四十五護

塔品に東西南北の諸處名山に過去佛時代より絶えす、佛

菩薩在住して衆の眷屬と共に説法し、今猶現に特定の場

所に特定の佛菩薩在して説法すとなすなり。例へは、海

中に山あり金剛山と稱し、昔より已來諸の菩薩衆は中に
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於て法を演説止住し、現に菩薩あり名けて法起と曰ひ、

其の眷屬の諸の菩薩衆千二百人と共に常に其の中に在り

て法を演説す。又震旦國に一の住處あり那羅延窟と曰ひ、

昔より已來菩薩衆は中に於て止住せり［新譯華嚴］とあ

るか如し。而して斯の如き根本佛土説は現在佛教盛に行

はれつゝある地方の根本佛縁を説きて益々民信を深から

しむるに 効力あり。 

其の第二は、即昔時過去佛時代に一度佛教流行せるか、

中頃絶えて今日に及ふ。但し其の土地の名若くは出土遺

蹟出土品等に由りて昔時の佛教の盛況を想像するを得へ

しとなすもの。例へは高僧傳佛祖統記摩騰竺蘭の記事の

如し。此は現に佛教尚行はれす。此より此に弘めんとす

る土地に於て尤效験あり。新羅の慈藏の學へるは則第二

の根本佛土説なり『大方等大集經』日藏分護塔品に 

「佛言如是憍陳如。此四天下有大支提聖人住處。若有衆

生、精勤方便坐禪正慧、當知此處則爲不空。如是福地、

則爲流布、日藏法寶。何者、名爲大支提處。此閻浮提門

王舎城中聖人處所。大支提者、乃是過去無量如來、無量

菩薩、無量縁覺、無量聲聞。曽於其中修道滅度、今悉現

有當來亦然。過去諸佛菩薩聖人、皆以付授婆婁那龍、令

使擁護住持安立我今、亦欲令此處所光明久住還、以付囑

婆婁那龍。若有衆生、能護我法、精勤方便坐禪正慧、諸

富伽羅、應常守護供給供養。」 

此方便説を實地に應用せる者に後漢明帝時、初來沙門摩

騰竺蘭あり。『佛祖統記』曰く〔印無、中斷〕） 

（上面右脇：「又制多、聚諸室乃石所造、又有塔婆、佛法

之靈處也。」） 

『三國遺事』に記する所の皇龍寺九層塔・五

臺山五萬眞身・皇龍寺𠀋六に於て慈藏大師か或

は新羅王を以て（原と）天竺刹利種なりと云ひ、

或は江陵の五臺山は支那五臺山と同格にして各

臺に一萬の眞身文殊常住説法すと云ひ、或は皇

龍寺は釋迦と迦葉と宴坐講演せる地なりと云ひ
11
、何れも新羅か遠き前代に在りて既に佛土た

りしを説くと解すへし。慈藏一度之を唱道して

より、新羅僧侶之を踵く者多し。彼の金剛山楡

岾寺の五十三佛縁起、梁山靈鷲山の縁起、我道

本碑に於る我道の母の豫言
12
佛國寺縁起等に於

て皆其々の逸名時代不明の作者に由りて新羅の

根本佛（土）國たることを高調せられたり。今

朝鮮の山名、佛法に縁ある者頗る多し。其の或

物は（其の）命名亦是説に出て今日尚當時佛徒

の巧方便を傳ふと視做すへし。 

根本佛土説の勢力、後世に至る迄衰へす、彼

の北朝鮮（方山地の）傳説たる始祖檀君を以て

帝釋の庶子の子なりとなす『三國遺事』の所傳

も同しく是れ根本佛土説なり。高麗太祖をして

全國に五百の禪林を建てしめしも、亦我道本碑

佛國寺縁起に載する所の前佛時五百禪林説に依

れるなり。又高麗仁宗朝妙清か平壤に林原宮を

設くるや、鮮内（八）主岳の（主なる）神仙は

其の實（夫々）印度に於ける八大菩薩に外なら

すと説けるも、亦是説の圏裡に入るへし。（△上

面：△ 

但し本説も新羅僧侶の創思に出つるには非す。

遠く上代に在りて既に佛徒に由りて巧妙なる佛

法弘布手段として説出されしを見る。『佛祖統記』

に漢永平年間佛法渡来の事を記して摩騰竺蘭始

めて佛法を中国に傳ふる事を記して 

「明帝永平十年、摩騰竺蘭、達雒陽。十一年、

勅城西雍門外立白馬寺。十四年、帝常幸白馬寺。

摩騰進曰、寺東何館也。帝曰、昔有阜夷之復起

有光怪、民呼聖塚。騰曰、昔阿育王（建）藏佛

舎利八萬四千塔、震旦之境有十九處、此其一也。

帝大驚、即與倶往禮拜見、圓光涌塔上、光中有

三佛。侍衛觀呼指稱萬歳。帝大悦曰、不有二大

師、焉知大聖遺祐哉。乃詔造塔其上、高九層二

百尺。明年有光見于塔、有金色手出塔頂、天香

郁然。帝駕幸瞻禮、光隨歩武。」 

と云ふ。事の實否之を今徴すへきなしと雖、僧

侶の布教手段としては相應しく、若し假りに摩

騰果ｼﾃ此の説を出さゝりしとするも、中国僧侶

の之を唱出して以て方便となせること疑ふへか

らす。） 
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斯くて慈藏の根本佛土説は大に新羅上下の（皈

依）佛を誘導して爾來一層速に教法弘宣するに

至れること疑ふへからす。故に彼か大に南山道

宣の律宗を將來し、授戒官壇を起し、僧紀を起

し振肅正し、新羅の僧風をして頓に一變せしめ

し事業と相俟ちて新羅佛教は慈藏に至りて第二

期に入る。 

 

二 元曉、義相 

新羅佛教傳來以來、支那に於て行はるゝ（各）

宗派を輸入し諸宗對立の盛觀を呈せりと雖、崔

致遠の「智證國師碑銘」に據るに、初に小乗有

部宗將來せられ（上面：小乗先來）、其後支那に在

りて大乘諸宗の漸く成立するに從て亦大乘魔訶

衍の輸入せられしを見る。 

大乗佛教の新羅に入りしは、日本推古天皇の

卅三年に高句麗の慧灌（三論宗を傳へ）、及貞觀

初（推古の十）年に百濟の慧現（觀勒）亦三論

を傳へしに由りて晩くも新羅にも既に隋末唐初

には大乘の一派新羅にも入れるなるへし。然れ

ﾄﾓ實大乗の教界を風靡するは元曉・義相の二大

師か華嚴宗を打樹てしに始まる。 

而して元曉か終に入唐の素志を遂けさるも能

く八宗を兼學し各宗の（重要）經論に殆と疏義

を施さゝるなきは、其の絶大なる天才に由ると

雖、實に當時既に新羅及百濟の地に大小乘諸宗

盛に弘布し、夫々の學匠、幢（刹竿）を樹てゝ

説法せる者ありしに就て遍學せるか爲なり。元

曉は佛教傳來以來の南方佛學の知識を集成せる

ものなり。 

（古來）元曉・義相と並稱して例として元曉を

前におく。元曉か義相に比して稍や先輩なるか

故也。二師は新羅統三の盛時に出てゝ能く大乗

教理を丕闡して新羅佛教後來大發達の基礎をお

けり。故に金富軾「大覺國師碑文」にも 

「佛法、以梁大通元年丁未肇入新羅、後一百餘

年、義湘元曉作。」 

と云へり。二師事蹟は『高僧傳』『三國遺事』『會

玄記』に出てゝ外に鮮僧の手に成れる者少から

す
13
。大正三年（五月）慶州東面暗谷里の溪中

より發見せられし「高仙寺誓幢和上塔碑」の斷

碑は讀むへき文字多からさるも亦新事實を提供

せり。誓幢は（『三國遺事』には）元曉［初［？］

の名なり］。 

元曉、姓薛氏［遺事曰、初名誓幢］、尚州の人、眞

平王卅九年生れ、神文王六年三月卅日寂す。享

年七十。艸年佛門に入り、雋逸無比、三學を淹

貫す。嘗て義湘と共に入唐の志を起し、遼東に

到りて果さす。既にして心性の理（一心萬法の

理）に就て豁然頓悟し爾來罣碍なく、自ら小性

居士［遺事作卜性］と稱し、任運騰々遊戯三昧の

生活に入り、時ありて諸經論に施註し、時あり

て琴を撫して樂む。 

後世或は元曉か太宗の爲に將軍となりて統三

大業に參劃すとなすこと（し）、高誠（麗）の誠

心、百濟の朱琛と三傑鼎立せりと傳ふ
14
。「誓幢

和上碑文」に 

「□□還爲居士、淡海之□、溟東相府、匡國匡

家、允文允□。口口口□。」 

とありて、或は其の事實ありしに非すやと思は

るれﾄﾓ、尚確證なきを遺憾とす。（△上面：△又

誓幢和上なる名稱か既に軍職に關係あり。即『三

國史記』職官志武官に九誓幢一曰録衿誓幢。眞

平王五年始置。但ありて九箇の團體の衿色を異

にする者より成り廣大なる組織なり。 

誓とは停の羅語營なる如く、又恐く兵營軍鎭な

るへきは菁州誓・漢山州誓・完山州誓等あるに

（ありて）此の誓に小監・大尸等見るへしの軍

職をおかれしに見るへし。）
15
彼か王の公主に尚

して薛聰を生めるは史證ありて疑ふへからす。 

（×左脇：×誓幢和上斷碑には「大師德惟宿植道

□生知因心自悟學□［恐無］僧師」と云へﾄﾓ） 

元曉
16
の學統に付て大覺國師には（義相と共に

平壤盤龍山より）避難し來れる高句麗の學僧普
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德和尚に從て涅槃・方等を受け、（又傳に曰く）

求禮華嚴寺縁起の傳なる祖師烟起法師は其華嚴

の師なりと。彼は當時所傳の各宗の經論殆と疏

註を施さゝさるなし。（今◎上面：◎大覺國師の

『新編教藏総録』、日本興國寺沙門永超の『東域

傳燈（目）録』、『諸宗章疏録』、『増補諸宗章疏

録』によれは［石田茂作氏の寫經より觀たる奈良朝佛

教研究には六十種に上る］）約五十三種あり、其の

中 大作に推すへきは華嚴疏なるか如きも今見

るに及はす。 

元曉は其浩大なる經論の疏註を通して其名支

那に迄流傳し其華嚴疏は海東疏と稱して支那の

學僧に讀まる。又李通玄か『華嚴合論』を著す

や、其序文に於て古來の判教者を通叙し、其七

者として元曉の判教をお説けり。元曉は各宗教

義に通曉して漏すなしと雖、其の奉する所の宗

派は義相と同しく華嚴宗なること、彼の華嚴（判

教及）晋譯華嚴經疏序［東文選］等に依りて疑ふ

へからす。高麗肅宗王、和諍國師を追贈す。彼

か『十門和諍論』を著して當時華嚴學界の論爭

を（和）靖せるか爲也［誓幢碑］。其論、今傳は

らす。 

〔義相〕 

元曉か八宗兼學の眼を以て華嚴一宗を 上乘と

立てし同時代に義相
17
は入唐して親しく華嚴第

二祖知儼和尚に終南山至相寺に從學し、其の教

學を悉して歸り、華嚴宗を標榜して（海東華嚴

初祖となり）終に新羅教界の大勢力となれり。 

義相又義湘、義想とも書す。姓は金氏、或は

曰く朴氏と。新羅の名門の出なり。眞平王四十

二年生る。蚤歳剃髪し、永徴元年法兄元曉と共

に高句麗に至りしか、遼東途杜
ふさ

かりて通せす空

しく還る。龍朔元年獨り搭舶、山東の登州に達

す。華嚴二祖知儼に師事し、同門賢首大師法藏

と並ひて儼門雙龍象の稱あり留まるｺﾄ十年、咸

享元年學成りて還る。父武王、大に尊崇を加へ

其の十六年爲に太白山下に浮石寺を剏
はじ

む。後賢

首大師『華嚴探玄記』［于時兩巻未成］其他の著書

成るや、恰も還國勝詮法師に託（托）して之を

贈り、以て斯宗を海東に弘めることを託す。彼

の開基し又は重興して華嚴を説きし者十餘り。

寺或は曰く 

「中岳公山美理寺、南岳智異山華嚴寺、北岳浮

石寺、康州迦倻山海印寺、同普光寺、熊州迦耶

峽普願寺、鷄龍山岬寺、金井山梵魚寺、琵瑟山

玉泉寺、全州毋上國神寺、漢州負兒山青潭寺。」 

是なりと。 

朝鮮華嚴宗は之より前、元曉か一乘滿教と判斷

し（華嚴教を以て）唯佛與佛の究明する所とな

せしありと雖、義相の正統的將來を以て名實具

備する本宗の開宗となし、彼を以て海東華嚴初

祖となす。彼居常精動淨行具さに到り、門徒を

導くに至懇、弟子大に振ふ。著する所、『道心章』

『錐穴問答』を首とし、『阿彌陀經』『華嚴經』

に關する者數種ありしも、今は『華嚴一乘法界

圖』［續藏華嚴部］及『白花道場發願文』の外、傳

はらす。 

元曉・義相二師出る迄の新羅は、小乗は勿論三

論・涅槃及律宗の如き諸大乗宗既に開宗せられ、

殊に慈藏法師の律宗は優勢を占め、諸所に（授

戒）官壇を設けて（僧）俗に授戒し、僧界の紀

綱一振せり。然れﾄﾓ尚未た佛教々理發達の 頂

に達せる現象即實在、煩腦即涅槃の教義を説く

所の所謂一乘滿教の成立を見す。 

二師の出現に由りて元曉は佛教經典を流暢に

新羅語に譯出（演）して一般に一乘妙理を理解

せしめ、義相は唐土の斯宗を繼いて既に彼土に

在りて大名を馳せ、還りて國王の皈依を博し高

く法幢を樹てゝ玄妙を弘演し門下に數多龍象を

打出し、圓宗始めて大に盛、終に三論・律の如

き在來宗派を凌駕して新羅佛教の盟主となり、

以て禪宗の傳來に迄及へり。要するに、二師の

力に由りて新羅人は始めて（其）理智を滿足せ

しむる教法を見出しゝ事、疑ふへからす。 
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而して此時一度樹立てられて朝鮮人に由りて

乘（圓）滿宗教なりと信認せられしより爾來、

本宗は羅・麗・李三代を一貫して朝鮮佛教諸宗

中 優勢の宗派となり、殆と他幾多の所謂教宗

を代表する者となり、以て今日に至る。 

 

三 新羅の禪宗 

 

新羅の禪宗
18
は其の將來時代、他大小乘諸宗よ

り晩れたりと雖、一度宣布を始むるや忽にして

上下の信奉皈依を博し、名僧輩出し、傳燈整然

として源流尋ぬへく本末紊れす、其事蹟の傳は

るもの、優に他宗全部を併せたるより饒
おお

し。 

新羅禪宗の始祖に就きては種々の傳ありと雖、

羅末の文豪崔致遠の撰に係る諸碑銘は 信すへ

し。就中天復年奉教撰せる智證國（大）師の碑

文には新羅禪宗の歴史を述ふること頗る詳細な

り。之に據れは、智證國師の師は慧隱、々の師

遵範、々の師愼行［又神行］、行の師法朗、々の

師雙峰、々 は即禪宗第四祖大醫道信なり［道信は

唐高宗永徽二即
ママ

即新羅眞德女王の二年寂す］。法朗還り

て 踞山（上面： 踞山所在不明）に閑居す。然る

に時運未た到らす、唯た法を愼行禪師に付與し

て逝き、禪宗尚行はるゝに及はすと云ふ。然ら

は則新羅禪宗の始祖は法朗禪師其人なりとなす

へく、時は方に統三頃に在り。朗〔の〕事蹟今

傳はらす、四傳して智證國（大）師に至り、法

流（初めて）大に盛なるを得たり。 

降りて長慶の初［憲康（德）王朝八二一～八二四］僧

道義［又道儀］西堂の法を嗣き還りて法幢を雪岳

［江原道］陳田寺に樹てしか、亦大に弘通するに

至らす、廉居［廉巨］に付法して化す。廉居は即

普照の師なり。普照に至りて宗勢大に振ふ。蓋

し支那に於ける教法の歴史の示すか如く、禪宗

は大乘諸教宗の哲學的教理發達其極に達し、

人々翻りて簡易直截の力的教義を要求する時代

に至りて始めて興隆の盛に向ふか故なり。 

次て興德王の治世となるや、始めて佛心宗の機

縁此土に熟し、洪陟禪師なる者あり、亦西堂の

資を以て還國説禪、大に王の皈依を博し、是に

至りて禪風雞林を靡撫し爾後名僧輩出す。『景德

傳燈録』にも新羅陟禪師の法嗣に興德大王及康

太子を擧く。惜矣哉、洪陟の傳今傳はらす。陟

の師西堂智藏、堂の師馬祖堂一、祖の師南岳懷

讓に
ママ

は即六祖慧能の嫡子なり。されは新羅禪宗

の淵源、直に六祖南頓派に在り。 

然るに元和八年［憲德王三年］金獻貞の撰せる

神行禪師の碑文に據れは、行は志空和上の法嗣

にして志空は即大照禪師普寂［開元廿七年寂］の

入室。寂は北宗神秀の法嗣なり。然らは則、神

行は北漸派を新羅に將來せる者と謂ふへし。神

行は大暦十四年七十六歳を以て遷化したれは、

新羅は興德王以前に既に北宗を傳へたり。 

南宗を傳へし道義と北宗を傳へし神行と何れ

か先なるか。元と存せし道義の碑今泯没し、其

の資廉居の碑も原州法興寺に在りしか、今僅に

一片を留むるのみ。然れﾄﾓ『祖堂集』巻十七西

堂下出道義に其の世系の大畧を叙す。彼は建中

五年甲子［宣德王五年七八〇］遣唐使金讓恭に隨て

入唐して西堂會下に到るとあり、又金溝金山寺

縁起にも長慶五年乙巳［憲德王十七年八二五］道義

和上、化を雪岳山に行ふとあり、又廉居禪師斷

碑（に）師（は）會昌四年甲子［文聖王六年八四

四］示寂すと推測せさるゝ文字残れるあり、彼

此參攷するに神行より一時代後るゝこと疑ふへ

からす。 

斯くて新羅禪宗の傳燈に三派あり。其の一は、

舊き傳來にして四祖道信より法朗・神行二代

に傳へて神行に至りて遂に北漸派と合せる南北

分派以前のもの。其の二は、神行か志空に承け

て遵範・慧隱・智證三代に歴傳せる北漸派なり。

其の三は、道義か西堂に承けて廉居・普照と傳

へし一流と、馬祖の弟子神鑒より眞鑒へ傳へた

る一派とを有する南頓派なり。而して眞鑒國（禪）
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師は即慧隱にして國（禪）師に至りて（南）北

頓漸端なく其の傳燈を合す。同しく西堂下出洪

陟禪師の法系は詳ならす。 

 

一 南北分派以前の派 

 

   大醫－法朗―神行 

           |   （眞鑒） 

二 北漸派    －遵範―慧隱―智證  

           |  

神秀－普寂―志空－神行 

 

三 南頓派の一 

            洪陟 

            | 

六祖－南岳－馬祖－西堂－道義－廉居－普照 

            | 

            慧徹－道詵 

               | 

               如禪師－廣慈禪師 

 

四 南頓派の二 

 

馬祖－神鑒－眞鑒－智證 

 

智證に到りて南北別傳息み、恐らく南派獨り榮
さか

しなるへく、曹溪宗の宗名既に是時に唱へられ

しか。 

新羅佛教は禪宗の弘布に至りて其の第四期に入

り實に教界を縱斷して禪・教對立の形勢を致し、

羅末には既に禪・教の爭論頗る熾烈なるを見る

［祖堂集順支和尚］。 

蓋し新羅佛教第三期に在りては華嚴宗を始と

し、密教・淨土宗・律宗の四宗相競て宗勢を張

りしと雖、未た是の佛心の一宗の入來らさりし

か爲に、新羅人は簡易直截、直に佛の内證に躍

入して其の心法を領する能はす。既に哲學的華

嚴宗、祈禱を主とする密教、往生を希求する淨

土宗、戒律を説く律宗に飽滿せる新羅人は禪宗

に接するに至りて一時清涼劑を得たるか如く相

率ゐて此宗に向へるなり。斯くて新羅滅ひて高

麗となるも、是形勢依然變動せす、禪・教相對

立して禪一宗と他諸（教）宗と對抗して以て李

朝に至れり。 

 

第四（五）章 新羅君臣の崇佛と道詵 

 

〔一 新羅君臣の崇佛〕 

金富軾は『三國史記』の論贊に於て新羅の崇佛

を評して 

「奉浮屠之法、不知其弊、至使閭里比其塔廟、

齊民逃於緇褐、兵農浸小而國家日衰、則幾何其

不亂且亡也哉。」 

と云ひ、『東國通鑑』編纂の李朝史官は（興佛二

王）法興・眞興の贊に於て 

「始崇佛教、信之既篤、奉之愈謙、唱爲裔戎之

邪説、聾瞽斯民、爲新羅基禍之主。［法興］ 

佞佛尤甚、創興輪皇龍二寺、鑄成丈六金身、浚

民膏血。且屈千乘之尊爲桑門之行、方袍圓頂、

以終其身、遂使佛刹半於閭閻、齊民盡爲緇褐、

流禍無窮。」 

と云へり。新羅（君臣）の崇佛は高麗の其と相

對して始終衰へす。而して何故斯く信仰惑佛せ

るかは、佛説と新羅君臣の欲願との相契に於て

其の理由を發見するを得へし。 

蓋し佛教大乗の眞諦に於る全然個人乃至國家

の功利的欲求を超絶して唯た是の涅槃聖淨地に

入住するに在り。然るに釋迦臨終布教の事業を

以て是世の國王に委任すと傳へられ、法化の源

先つ王者を度するに在りとせられしより、佛經

所説中、巧に王者の功利的欲求の滿足を高調す

るもの甚多し。（◎上面
19
：◎ 

〔功德と福田の思想〕 

是に於て個人に向て及國王々妃等に向て佛の功

德の思想となり修福田の思想となる。即『佛説

諸德福田經』西晋法立・法炬共譯［大正大藏第十

六巻］、『佛説作佛戒像經』闕譯人名出後漢録附
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東晋録［大正大藏第十六巻］、『佛説大乗造像功德經』

唐提雲般若譯［仝上］、『佛説灌洗佛經像經』西晋

法炬譯［仝上］、『佛説魔訶刹頭經』西秦聖堅譯［仝

上］、『浴佛功德經』唐義淨譯［仝上］、『造塔功德

經』唐日照譯［仝上］に於て説けるか如し。皆或

は伽藍堂殿、或は佛像塔浮屠を造ることに由り

て無量の福利を得、過去の罪過を除き未來の福

田を成し、殊に國王若し此をなせは、諸國國家

泰平近隣皈服轉輪聖王となると云ふ。其の内

明白なるものを『佛説大乗造像功德經』となす。

此經は優陀延王なる者佛説（像）を造りし大功

德を詳説せるものなり。其の内に造佛像の功德

を 

「或作其人福報我今當説彌勒、如是之人於生死

中、雖復流轉、終不生在貧窮之家、△→次頁上面：

△亦不生於邊小國土下劣種姓孤獨之家。又亦不

生迷戻車等、商估販賃屠膾等家、乃至不生卑賤

伎巧不淨種族外道苦行邪見等家、除因願力並不

生彼、是人常生轉輪聖王有大勢力之家。或生淨

行婆羅門、富貴自在、無過失家所生之處、常遇

諸佛承事供養、或得爲王、能持正法以法教化、

不行非道。或作轉輪聖王、七寶成就千子具足、

騰空而行化、四天下盡其壽命、自在豊樂。」 

とあり、爾下『法華經』普門品『阿彌陀經』『阿

閦經』等（△○→左脇△○大凡經と云ふ經に功德

を説かさるは殆となし。） 

而して更に進みて何故に佛を信し經を念誦する

者に斯の如き種々有形的功德、換言すれは（廣

義）生活上の快樂を與ふるかと云ふに、此は偏
ひと

へに夫等佛菩薩の廣大無邊、必す遂けすは已ま

さる願力に依るものとなさゝるへからす。大乗

佛教［道行般若經第一道行品、放光般若經第三門僧那品］

に在りては、諸菩薩は六波羅密の淨行を常行し

て以て自利利他して遍く一切の有情無（非）情

を救濟して以て佛地大正覺に到達する大修行者

にして、其の立志は即願（力）となりて現る。

其の願の必す遂けらるへき力を有するを以て、

故に菩薩は現に間斷なく無數無邊の衆生を濟度

して願を遂けつゝあり、願を遂けつゝあるか故

に菩薩の住居する土地の衆生は刹那刹那淨心行

を清淨にして菩薩諸惡因より離れつゝあり、其

の結局あらゆる在住衆生は一切悉く濟度せられ

了れる時に、其の國土即刹は大正法王國となり

て即佛教理想國、換言すれは、淨土となる。□

→（次頁下左脇：□終に印度人古來の理想國たる

鬱單越を取入れて人間の生活上の一切の欲望を

悉く滿足せしめて、塵微の缺欿もなき極樂世界

を打立るに至る。）故に功德は、之を菩薩の側◎

→次々頁上面：◎より觀れは願力の實現に外なら

す、菩薩より觀れは偉大なる自力にｼﾃ、衆生よ

り觀れは安穩なる他力なり。 

〔菩薩の願力〕 

斯の如き菩薩の願は抑々普賢十大願［華嚴經普賢

行願品］より阿閦二十願、更に進みて彌陀の二十

四願［大阿彌陀經、平等覺經］、三十六願［無量壽莊

嚴經］、四十八願［無量壽經］と迄發展す。而して

是等願數の増加するは、主として願に由る國内

外の衆生・諸聖衆の得益を綮説柝説せるか爲に

外ならす。即菩薩の願力實現か單に（衆生をし

て）四諦を了して精神的安養に到らしむるのみ

に非らす。更に進みて有形的生活をも含みて一

切の不快不足を除袪して望月の如き充足して常

恒快樂なる（に溢るゝ）生活を享受するを得し

めんとするなり。 

例へは『無量壽經』四十八願を觀るに（を見

るに四十八願中廿六願は國中の菩薩△→次頁下

面左脇：△聲聞及人民の功德利益に關する者にｼﾃ、

他の十二願は他方世界の菩薩衆及人民の聞名得

益に關する者にｼﾃ、二十四願三十六願に比ｼﾃ是

等得益願著しく増加す。）法藏比丘四十八願を宣

へ了りて世尊更に阿難に向て比丘の願中實現の

結果を垂示するに曰く 

「自行六波羅密、教人令行無失數劫積功累德、

隨其生處、在意所欲、無量寶藏、自然發應、教
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化安立、無數衆生。住於無上正眞之道、或爲長

者居士豪姓尊貴、或爲刹利國君轉輪聖帝、或爲

六欲天主乃至梵王、常以四事供養、恭敬一切諸

佛。」 

是等は佛教布教の方法か愈々心理的となるに從

て、功德と生活上の快樂との到底離るへからさ

るを見て、漸く願の種類に衆生衆聖に現在世に

於ける生活上の欲求滿足をも挿入するに至れる

なり。是れ即、佛教に於る功德説成立の教理的

根本にして、國王大臣乃至平民等をして信佛功

德の能く現世的利益を與ふと信せしむるを得た

る所以なり。（附箋：故に直心の深心・菩薩心（・

布施）等は即其の自身の中に淨土を成すか故に、

直心・深心・菩薩心・布施等の淨行は同時に淨

土の功德を滿す所以にして、別に其の結果と見

るへき生活上の快樂の伴到を要求せさるなり。） 

（右脇
20
：淨土の眞實義は心淨佛土淨に在りて、

之に住する一切衆生の心行清淨なる以外に他の

條件を要求せす（さること□頭：□『維摩經』『佛

國經』の所説の如し）。心行清淨は一切の欲心の

淨盡を根本とす。然るに是等諸佛の淨土は人間

生活欲を滅せしめさるのみならす其の所有欲を

滿足し充所有生活上の快樂を享受せしむる處と

なす。正に當初→下右脇→菩薩の修行と性質を顚

倒すと謂はさるへからす。恐らく是の如きは淨

土と印度人の理想國との結合と、印度人の宗教

に對する功利的要求とに順應して〔印無〕上面左

脇：曇鸞の『略論安樂淨土義』に、淨土には器

世間清淨と衆生世間清淨とありて其中、器世間

清淨に十七種の莊嚴成就ありて其第十七には 

「衆生有所欲樂、隨心稱意、無不滿足。」 

を擧けたり。） 

（次頁上面：之に反して三寶を信奉せされは、如

何に其の國土自然に惠まるも天龍神將等の怒に

由りて安泰なる能はす、遂に滅亡に趣く。『〔大

方等〕大集經』護塔品〔45 巻〕に世尊説きて曰

く 

「〔佛言、龍王莫如是説、何以故。今有二萬大福德人見

於四諦、從沙勒國而往彼住。以彼二萬福德衆生有大力故、

於此瞿摩娑羅香山大支提處、日夜常來一切供養。龍王當

知、如是之時恒不饑乏。〕又迦葉佛時、彼于闐國名

迦邏沙摩。國土廣大安穩豊樂、種々華果衆生受

用。彼國多有百千五通聖人世間福由、依止其中

係念坐禪、樂阿耨多羅三藐三菩提。以其國土安

穩豊樂、彼土衆生多行放逸貪著五欲、謗毀聖人

爲作惡名、以灰塵坌彼聖人。時諸行者受斯辱己、

各離彼國散向餘方。時彼衆生見聖人去心大歡喜、

是因縁。故彼國土中水天火天皆生瞋忿、所有諸

水河池泉井一切枯渇、時彼衆生無水火、故餓渇

皆死、是時國土自然丘荒（上面左脇：亡荒？）。佛

告龍王、我今不久往瞿摩娑羅牟尼住處、結加七

日受解脱樂、令于闐國於我滅度後一百年、是時

彼國還復興立、多饒城邑郡縣村落、人民熾盛、

皆樂大乘安穩快樂、種々飲食及諸果華無所乏

少。」） 

〔護國の思想〕 

殊に支那に入りてより是の一尤熾、一轉して佛

教護國の思想となり、『仁王經』『金光明經』の

と迄發達す［二教共に僞經なるへし］。されは、一國

にして其の形勢四圍に（隣近に）競爭國家を有

し、我盛榮えて彼を併すか、彼興りて我を併す

かと云ふ情況に於ては、是の方便一面より佛教

弘布せらるゝこと極めて容易なり。三國鼎立當

時の形勢、即正に之に當る。されは（前述）百

濟聖王の日本に佛教を送るや尤其（此）點を高

調せり。新羅君臣崇佛の眞因亦此に在りしか如

し。佛教は國祚加護の法力あり、之を信する國

王國家は吉祥續きて遂に其の興隆を致すと云ふ

信念なり。 

而して（初に）佛説の此一面を高調力説せる

僧侶は亦彼の慈藏大師其人なるか如し。『遺事』

皇龍寺九層塔に、慈藏か支那五臺山大和池畔に

於て神人に會し、神人爲に還國後皇龍寺に九層

塔を立つれは、其の功德に因りて隣國降伏し九
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韓來貢し王祚永く安からんと教へ、後果して其

の教の如しとあり。爾後新羅の高僧の法力を以

て能く國難を鎭禳せりと傳へらるゝ者少からす。 

「東萊梵魚寺縁起」に興德王朝、日本十萬餘

兵を擧けて來寇せんとするﾄｷ、義相大師七日七

夜金井山に在りて國敵退散の大祈禱を成し、大

威相の天神現れ海東を加護し倭兵遂に來らすと

あり。年代の錯誤且荒誕の説をなして義相の事

蹟を飾るあり。又『遺事』及「華嚴寺縁起」に

は唐高宗新羅の國を獻せさるを怒り、將に大軍

を遣して討たんとするや、文武王大に懼れ、密

教大德明朗をして密壇法を修して之を禳
はら

はし

め、遂に其請に由りて狼山の四天（王）寺を剏

めて以て國家鎭護の祈願寺となすとあり。 

〔新羅佛教の盛況〕 

斯の如くなれは、新羅統三業成るの後、君臣上

下崇佛の愈々盛なるは勢の當然なり。今日現存

して聊か新羅佛教の盛況を想像するに足る彼の

慶州奉德寺の大梵鐘［孝昭王四年武列王の爲に奉德

寺を建立す］、佛國寺の石窟菴（石佛）［景德王十年

宰相金大城現世父母の爲に佛國寺を經始す］、（求禮）

華嚴寺の石塔及『華嚴經』を刻せる石壁［光啓二

年定康王憲康王の追善の爲に賢俊大德等の華嚴講會を設

けしﾄｷの錬石や六十華嚴・四十華嚴兩部］は何れも統

三以後の製作なり。されは歴代造寺刻像の爲に

糜財大、哀莊王［八〇〇～八〇八］其四年、新に

佛宇を剏むるを禁し、唯た修葺を許し、又錦繡

を以て佛事を成し、金銀を以て器用を造るを禁

したれﾄﾓ實行を見す。 

今新羅佛教の盛況を知るへき一資料として現存

朝鮮寺刹の縁起を調査するに、朝鮮佛教卅一本

山中其開基年代の新羅に在りと傳ふるは、水原

龍珠寺の文聖王時の廉居禪師を開山とし、報恩

法住寺の眞興王時の求法僧義信和尚を開山とし、

公州麻谷寺の憲安王頃の普照禪師を開山とし、

（◎上面：◎全州威鳳寺の眞平王廿六年を剏建年

代とする。）（全北）錦山の寶石寺の憲康王頃の

祖丘和尚を開山とし、長城白羊寺の善德王頃の

如幻和尚を開山とし、順天松廣寺の時代不明、

新羅の惠璘和尚を開山とし、同仙巖寺の羅末道

詵和尚を開山とし、大邱桐華寺の惠恭王朝の心

地和尚を開山とし、永川銀悔寺の憲德王時の元

旵和尚を開山とし、義城孤雲寺の義相大師を開

山とし、長鬐祗林（聞慶金龍）寺の眞平王時の

雲達和尚を開山とし、長鬐祗林寺か善德王時光

有和尚を開山とし、海印寺か哀莊王時順應・理

貞兩和尚を開山とし、梁山通度寺か慈藏大師を

開山とし、東萊梵魚寺か義相大師を開山とする。

海南大興寺か百濟久爾莘王時の靜觀和尚と新羅

の阿道和尚を開山とするは信すへからさるも亦

恐らく羅代の剏建に在るへく、杆城乾鳳寺か惠

恭王時の發徴和尚を開山とする。金剛山楡岾寺

か亦恐く新羅時代の剏建に係るなるへき［閔漬の

縁起は不可信］。平昌月精寺の慈藏大師を開山とす

る、求禮の華嚴寺か義相大師を重興和尚とする

等、要するに江原道及三南に在る（山中）大刹

は何れも其の建立年代を新羅におけり。 

朝鮮寺刹は麗・李兩朝を通して新たに建立せ

られしは（其領土に加へられし）西北邊及都城

以外其數少けれは、是等大刹以外の東南部の寺

刹も大部分は羅代の創建に係かると見るへく、

其數正さに現存全寺刹數の半に達す。新羅、佛

法を【第一册⇒第二册】行ひしより滅亡に至る迄

四百餘年、苟も山水の清淨幽邃、修法に適ふ所

には寺刹庵子の營まれさるはなかりしなり。李

朝の俚諺に曰く朝鮮の（好）山水擧けて之を僧

侶の占斷に委せりと。 

是等無數の寺殿堂塔は新羅滅亡と其の運命を共

にせす、高麗太祖も亦深く前述佛功德福田を信

し、篤く佛法に皈依し崇佛敢て新羅に讓らす、

羅代寺刹の外、更に關西北邊及京畿に於て寺刹

を増剏せり。されは是等羅代の經營に成りて海

東美術の粹を發揮したる堂塔佛像も其儘安全に

麗代の幾世かを經過せしか、終に東北方の寺刹
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は高（顯）宗朝契丹兵の亂入に由り、慶尚道一

帶は高宗朝蒙古兵の侵入に由り、憐むへし、焦

土となれり。事は（『三國遺事』）『麗史』及李奎

報の『李相國〔集〕』に詳なり。 

二 道詵禪師 

〔地理風水説の將來と功德福田思想との結合〕 

（新羅に在りて）佛法の功德福田の思想か漸く

強められ、其の具體的發展を要求せらるに至り、

恰も（隋）唐代に於て（益々）盛に行はれし地

理風水説の新羅に將來せられ、其の神秘的にし

て能く民信を捉ふるや、佛法側に在りても此説

を究めて之と功德福田思想とを結ひ合せて以て

益々佛法に對する君臣上下の信仰を強くし、然

らすは風水説に由りて勢力範圍を侵蝕さらるゝ

の虞ありしを反りて、之をも我か掌裏に収め之

を利用して益々佛法の方便方面を助長するに至

れり。（□前頁上面：□ 

元の趙汸の「葬書問對」に云ふか如く、『漢書』

藝文志に既に風水相墓の法家を叙し、張平子の

「冢賦」に既に墳墓の相擇、士大夫の間に行は

れしを證し、後漢末には風水の説漸く流布する

を見る。而して隋唐に至りて愈々盛なり。◎→

右□按するに◎『圖書集成』博物彙編の堪輿部

にも △→（右脇：△隋に於て肅吉・舒綽の二人

を擧け、其の著す所の地術書目を列擧し、又）

『地理正宗』を引きて斯術の源流を序て祖師楊

筠松［救貧仙人］、二祖曾文遄、三祖頼文俊、四

祖丁珪、五祖濮都監、六祖廖禹、七祖孫世南、

八祖頼白鬚、九祖李鴉鵲、十祖鍾可朝、以て宋

唐九僊に至る十祖皆唐人なり。其外有名なる李

淳風・張燕（國）公説・一行禪師の如き名地理

術家も唐代人なり。斯術の唐に至りて益々廣く

行はれしこと知るへし。
21
） 

而して新羅佛徒の風水説を究めし者の代表者

は道詵禪師となす。而して新羅滅ひ高麗代り、

佛法の功德思想愈々深刻となるに及ひ、道詵の

崇拜益々盛となり。其の影響絶大、時々國家重

要問題發生の原となることあるに至り、（○上

面：○李朝に至りて尚衰へす。）是れ實に佛法功

德福田思想の大發展にして朝鮮思想史上の一重

要項たり。 

〔道詵の傳〕 

（今傳はる）道詵の傳には新舊二種あり。舊者

は新羅（高麗）毅宗四年文臣崔惟清の奉教撰す

る「玉龍寺先覺國師碑銘」なり。新者は『輿地

勝覽』を始とし、靈巖の道岬寺事蹟、順天の仙

巖寺事蹟、釋王寺所傳高麗國師道詵傳、西（山）

大師『清虛集』答楊滄海書等、僧侶間の所傳な

り。（○上面：○靈巖月出山道岬寺には古碑存す

れﾄﾓ、『輿〔地勝〕覽』編纂當時既に漶漫して全

く讀むへからすと。） 

而ｼﾃ新説は何れも師を以て唐一行禪師に師事

して地理術を傳授すとなす。然れﾄﾓ一行は唐初

の人、師は唐末の人、年代甚相應せす、又言ふ

所、荒誕にして不可信、崔碑の信憑すへきか如

くならす。『東史會綱』の著者老村李象德は附論

辨に於て之を辨し、『東史綱目』も附録上考異道

詵事に於て『輿〔地勝〕覽』の所記を甚恠異とな

し、崔碑を取録す。 

（師）諱は道詵、金氏、全羅道靈巖郡の人、

興德王元年生れ光化元年［孝恭王二年］寂す。享

年七十二。師生れて異質あり。十五歳祝髪して

華嚴寺に入り大乗を學ふ。時に慧徹大師（谷城）

桐裏寺に開堂し、西堂直傳の南宗禪を揮ふ。師

廿歳往きて之に參し三年にして密傳を得、悟後、

出没隱見（其）行迹（行雲流水の如く）端倪す

へからす。 

嘗て智異山甌嶺に於て小菴を卓
た

てゝ安息す。

一日異人來り地理術を授け（約して）南海汀濱

に於て（會し、爲に）沙を聚めて三韓山川順逆

の形勢を形示し、既にｼﾃ之く所知らす。諺傳に

曰く、此地即今の求禮郡界にして土人、之を砂

土圖村と云ふ。 
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師、是に於て三韓山川の亂氣を鎭靖する爲に

要處に寺塔建造の計画を立つ。△（上面：△殊に

靈巖月出山天王峰に壇を設けて毎午年五月五日

に祭を致し、朝鮮の爲に祈福禳灾す。造塔の業

成り、月出山に還りて道岬寺を剏め來學に接す。

晩に光陽白雉山玉龍寺に栖遲し、一度憲康王に

招かれ京師に赴きて法要を説き、幾くならすし

て玉龍寺に返り、光化元年寂す。享年七十二歳。

王、了空大師の號を贈り、朴仁範に命して碑文

を製せしめんか、遂に立るに及はす（文亦傳は

らす。） 

高麗に至りて王室の崇尊益篤く、顯宗大禪師

を追贈し、肅宗更に王師を加へ、仁宗又 上階

先覺國師を追贈す。高麗王家は道詵か松都を過

きて太祖の父隆の爲に天機を洩して天命を受く

る開國の君主を生まることを豫言せるを傳承し

て以て、道詵を以て國祚啓運の功勞者となす。

崔應清の撰する加封先覺國師教書及官誥に詳な

り。 

「窈妙既極於佛祖、緒餘益精於陰陽……遂指先

祖之室、謂當出聖人。」） 

靈巖道岬寺道詵實録に道詵壓氣鎭氣の原理を

述へて曰く 

「既還以西學多所得［一行に學ふと云ふ也］。因欲

救正土病、宣洩風氣、使邦基鞏固、民物安阜。

以爲我國地形如行舟、太白金剛其首也、月出瀛

州其尾也、扶安之邊山其柁也、嶺南之智異其楫

也、綾州之雲柱（住）其腹也。舟之浮于水也、

有物焉以鎭其首尾背腹、有柁楫焉以制其行、然

後免乎欹危漂没矣。於是乎建寺塔以鎭之、立佛

像以壓之。特於雲柱（住）之下、蜿蜒虯起處、

則別設千佛千塔、以實其背腹。而於金剛月出尤

致精、蓋以首尾爲重。世以月出爲小金剛者、其

在斯歟。」［西山大師答楊滄海書亦略同］ 

と。（◎上面：◎『輿〔地勝〕覽』 

「全南綾城縣南（西）廿五里、有千佛山。有寺

曰雲住寺。寺之左右山背、石佛石塔各一千。又

有石室、二石佛相背而坐。」） 

是れ、地理風水説と佛法功德とを結付けたる者

なり。 

〔道詵風水説の勢力〕 

案するに風水の鎭氣壓氣と佛法の塔堂佛像建

立の功德とは本と其の觀念の根本を異にす。風

水説に在りては、あく迄陰陽五行説を本とする

か故に、其の壓氣鎭氣も亦（山水形勢に就て）

陰陽五行の按排に由りて其の調和を圖るものな

り。從て頗る具體的意義となる。例へは『圖書

集成』堪輿部紀事に「老學菴筆記」を引きて 

「蔡太師父準葬、臨平山、山爲駝形。術家謂駞

負重則行、故作塔于駝峰。」 

と云ふか如し。又『輿地勝覽』全羅道珍原縣佛

臺山に 

「在縣北五里、鎭山。術者以山有走龍勢、建佛

宇稱（横：？）上下淵以鎭之。又山東北有大洞小

洞、新羅時立三佛宇曰安龍、定龍、青龍。今皆

不可考。」 

と云ふ（△上面：△ひ、又『麗史』所謂太祖の遺

訓と稱する者に 

「車峴以南、公州江外山形地勢、並趍背逆。人

心亦然。彼下州人郡人、參與朝廷、與王侯國戚

婚姻、得秉國政、則或變亂國家。或御統合之怨、

犯蹕生亂、弄權亂政。雖其良民、不宜在位用事。」 

とあり、車峴以南山川の背逆と云ふは、王都開

城、北に在るに反りて山川南嚮して南に向て服

從する如き意なり。故に李朝に至りても大凡叛

逆の臣の處刑は、桎梏して諸方引廻し結局、竹

山郡［今の安城］朝避山に於て處刑するを法とす。

朝避山は山勢南嚮して京城に背逆して立てつか

故なり、亦道詵風水説の勢力と視做すへし）か

如し。故に是場合には必しも佛宇塔像を建るを

要せす、或は大石或は銕柱或は城樓等、重量偉

大なるものを建つれは則、其の目的を達するな

り。 

又地理術は佛教傳來以前の起源なるか故に、
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初には佛教的思想の混せさりしなり。朝鮮の

亂氣鎭壓と云ふも、（假りに朝鮮の）山川糾紛し

輕躁にして沈着ならすと云ふ觀念にして成立せ

しむるも、之を壓ふるには必しも佛宇塔像を建

るを要せさるなり。例へは、京城内の北岳山下

の一邸内に大石をおきて北岳の動氣を壓するも

のなるか如し。而して大石・銕竿等の代りに佛

宇塔像を建てし所に風水説と佛法との結着あり

て、換言すれは、佛法か風水説を利用して其の

功德（説）の方便となせるなり。 

高麗の名禪師眞覺大師の「上康宗大王書」に

も 

「某聞、昔我世尊臨入滅度、佛法外護、分附國

王大臣、人天福田、委囑沙門釋子。」 

とありて、人天有形無形の福田功德を修するは

即沙門の任務となすか故に、鎭氣壓氣して國の

治平を致すか如きは沙門當然の法務と視做すを

得へしと雖、佛法の功德なるものは、地理風水

説に比しては純粹宗教的唯心的觀念的にして毫

も物質（理）的迷信を伴はす。故に佛の所説の

種々伽藍塔像の功德は、之に由りて佛菩薩の無

上力を其の人其の國の上に垂加せしめて端單的

に大功德を與へ、或は過去の罪業を洗除し或は

現未の福田を形成するなり。之には（何等）陰

陽五行、龍馳（蛇駝）の如き物理的説明を要せ

さるなり。 

されは實は國王大臣か其の國都一處に於て丹

精を抽てゝ大伽藍大寶塔乃至大佛像を建立しな

は、之に由りて全國の國祚裨補を（土鎭靖を）

贏得て、國家太平、人民安康となると信せらる

へきこと、（眞興王の）慶州皇龍寺九層塔、（聖

武帝）奈良東大寺の盧遮（舎）那佛の如し。然

るに更に國内の肝要處と惟はるゝ處に佛像堂塔

を建立しなは、其は所謂（本流の左右に更に）

渠を開きて水を通する者、佛力の周到を圖るに

於て遺憾なし。（◎上面：◎是に至りて地氣淆亂

の難處に寺塔を作るは、地理説の壓氣に佛力を

加ふる者にして、其効更に甚大なりと見らる。

例へは『益齋集』「重修開國律寺記」に太祖か御

者の言に聽て、開城風水の重地、都城東南隅、

所謂三鉗地に開國律寺を開創せるか如し。） 

然るに道詵の塔像建立は其の動機を地理説に

おきて地理的亂氣を塔像の功德に由りて鎭壓せ

んと云ふなり。塔像亦重き物體なるか故に、浮

亂の氣なる者を鎭壓し得るに不可能ならすと雖、

其か亂氣浮氣の物理的鎭壓なる以上、佛像塔堂

の眞の功德を提唱する者には非さるなり。故に

之を視るに佛法の左道となすも辭するに言なし

（辨するに辭なし）。而して後世道詵は地理の大

家として專ら上下の崇拜を博し、其の悟境得力

に就ては何等傳ふる所なきに至れるは、彼の爲

に悲まさるを得す。（△上面：△ 

〔風水説と佛教との不一致〕 

且又風水説は、佛教とは死者の肉體に對する觀

念に於て根本的に相容れす。風水説は郭璞『古

本葬經』に 

「氣乘風則發、界水則止。古人聚之便不發、行

之便有止。故謂之風水。風水之法、得水爲上、

藏風次之。」 

と云ふか如く、善地を擇ひて（其處に適當に水

氣ありて）永く骨をして乾きて塵化飛散せす、

以て其の靈魂を留めて後孫の爲に冥助をなすを

妙訣となす。（○上頭：○朝鮮民間信仰に墓の吉

地とは、數百年經るとも窆内の骨を腐朽し又消

滅塵化せしさる故土質を有する所となす。具體

的例とｼﾃ黄海道某氏の先塋二百五十年にｼﾃ中の

骸骨潤澤にして黄色を有し完全に原形を存する

を實檢せりと云ふ［延安普通學校民謠調査報告書の一

節］。）故に佛教か涅槃の概念を眞空に寘きて死

すると共に皮肉毛骨一切皆滅して一塵一滓遺殘

るなきを希求すると正に相反す。且つ又佛教は

三世を通して因果を立て一切人生の禍福を、因

果律を以て説明す。是點儒教の積道教の積善餘

慶、積惡餘殃
22
と同一原理の上に立つ。然に風
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水説は是の（道德的）因果律を無視して專ら墳

墓内に於ける死者の靈魂の安在と否とを以て其

の家の祥灾を招くとなす。正に儒佛道三教の道

德的第一原理の否定なり。 

故に死者に對する正統觀念及家の禍福祥灾に

對する道德的觀念に於て、風水説と佛教とは嚴

に一致する能はすさるなり。（◎右脇：◎風水は

所謂奪神功改天命と稱して、人間卑陋なる私利

欲を働して道理を顧みさらんとするもの也。）さ

れは新羅高麗に在りても誠に佛法を信せる王者

及居士は遺言して火葬に附せしめたり。 

若し新羅に在りて百濟の古代に在りて僧侶か

確乎たる涅槃觀及因果説上より風水説を排斥し

たりしならは、必すや風水説と△→次頁上面：△

朝鮮人社會との關係は決して今（歴史）の其の

如くならすして、朝鮮人の風水説の迷信に汨没

して遂に浮上ること能はさること、今の彼等の

如くならさりしならん。 

是點に於て、道詵等の思索のあまりに方便的

にあまりに風俗なりしを惜まさるを得す。然れ

ﾄﾓ是は支那文化に完全に隷屬して支那に行は

るゝものを即（眞）善美と視做無條件に受取る

朝鮮人に向ては責むへからさる事に屬するの

み。） 

道詵の出現に由りて、一方朝鮮の地理術は愈々

流行して上下一般に酷信せられ、他方佛法と不

可離の關係を締して爾後、朝鮮僧侶の斯術を習

ふ者甚多し。蓋し支那に在りても（唐）一行禪

師始め、僧にして風水の大家として傳へらるゝ

者、唐の司馬頭陀・浮屠泓、宋の達僧・鐸長老、

明の幕溝僧・非幻和尚等［圖書集成堪輿部名流列傳］

歴代輩出すと雖、朝鮮の僧と地術との關係も決

して之に劣らす。 

〔朝鮮に於ける地理風水の歴史〕 

按するに朝鮮に於ける地理風水の歴史、其の由

來極めて古し。而して三國中、百濟 先きに之

を傳ふ其は恐らく斯術の江西・江南に 先に流

布［元趙汸葬書問對］せるか爲なるへし。『周書』

異域傳の百濟に 

「亦解醫藥卜筮占相之術。」 

とあり、又『隋書』百濟傳にも 

「亦知醫藥蓍龜占相之術。」 

とあり。『北史』百濟傳に其の風俗を叙して 

「知醫藥蓍龜與占相術陰陽五行法。」 

とあり。而して（『日本書紀』）推古天皇十年冬

十月、百濟の貢僧觀勒、暦本及天文地理書并遁

甲方術の書を獻するありて、既に百濟の僧の斯

術を究めしを證す。 

而して（支那正史）高句麗・新羅の傳には其

國に斯術を傳ふるを言はす。但し（『三國史記』）

新羅本紀脱解尼師今に 

「專精學問、兼知地理。望楊山下瓠公宅、以爲

吉地、設計以取而居之。其地後爲月城。」 

とあれﾄﾓ、時代過早、其事神恠、信すへからす。

其の三『三國遺事』巻三皇龍寺九層塔の項に慈

藏か道詵の言と略類せる朝鮮地理の（糾）亂浮

動を説ける如きありと雖、猶疑はし。或は僧一

然か想像の辭（舞文構辭せるもの）ならさるか。

慈藏の意要は塔の功德に由りて三（の九）九韓

歸服に在りて、即純粹佛法功德に外ならされは

なり。 

既にｼﾃ新羅三國を統一するに至りて（舊百濟

の文明の移入れらるゝと同時に）唐の文物直接

滔々として此國に將來せらる。是に於て風水地

理説の民心浸蝕の證左、歴々擧くへし。（◎前々

頁上面：◎ 地理に陰宅と陽宅とあり。都城家屋

の相地は即陽宅にｼﾃ、墓地の相擇は即陰宅なり。

而ｼﾃ朝鮮にも（陰宅共に）陽宅先に行はれしか

如し。其は道詵の地理を即塔造等の建立地を相

定し又麗朝太祖の家の爲に家屋を改構ｼﾃ法に合

せしめしとあるをも知るへく又は即陰宅陽宅地

理にｼﾃ、後に引く大崇福寺の碑は即陰宅地理術

の證なり。而ｼﾃ陰宅地理は後李朝に至りて尤盛

にｼﾃ、高麗朝には猶左迄ならす。是れ、佛教の
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死後觀と風水説と相容れす、又（李朝の思想信

仰を統制せる）朱子の風水觀に原因する也。） 

憲德王［八〇九～八二五］の五年金貞獻の撰文

に係る「斷俗寺神行禪師碑」の末段に斷俗寺の

山水を叙する中に 

「北倚獨立之高岡、西隣三藏之逈谷。摟（挂）

烟月於山頭、捐金玉於淵底。豈惟地理之崔崒、

復乃靈神之洞窟也。」 

とあり。其地理の崔崒と云ふは單に地形の高大

危峭を言ふに非すして、地術上の形勢を言ふこ

と勿論なり。又羅末略道詵と同時代崔致遠の撰

せる新羅國初「月山大崇福寺碑銘」に 

「茲地也、威ﾊ卑ｼﾄｼ
二鷲頭ｦ

一。德ﾊ峻ｼ
二龍耳ﾖﾘ

一。」 

とあり。按するに郭璞『錦嚢經』〔葬書〕に曰く 

「勢止形仰、前澗後崗、龍首軾之。藏鼻頳、吉

昌、可致王侯。「以坎［北］爲首即甲角、震［東］

耳也。」」 

注に曰く 

「燕國公張説、與玄宗倶微行、見葬龍耳者、誤

謂龍角。往其家、勸移他地。其人答曰、葬龍耳、

三年則白衣天子到門前云。」 

と。是地の（地理的）相地の吉祥を得しを謂へ

るなり。（◎上面：◎尚之に次て 

「洎貞元戊寅［元聖王十四年、七九八］冬遺教窀穸

之事。因山是命、擇地尤難。乃指淨居、將安秘

殿。」 

と云ひて、當時既に陵墳の擇地の重大事なりし

を證し、又其次に 

「但得青烏善視、豈令白馬悲嘶。」 

とありて、恐らく既に『青烏經』も讀まれしな

らん。） 

斯の如く新羅（百濟には既に上代より地理の

一術、世に其業者あり、又）僧徒中、之を修む

る者も乏しからす。新羅も統三以後に至りては、

或は（勝國）百濟より或は唐より斯術を傳ふ。

（故に）道詵は必しも之を唐一行禪師の傳を得

るとなさすとも、百濟・新羅兩國、地理術の傳

（秘訣）を修得して其の妙に到れりと視れは、

毫も其の地理術の大家となりしを恠むに足らす。 

高麗に至りて王氏と道詵堪輿術との間、妙縁を

（締）結し、益々其の崇敬を高め、同時に僧徒

にして斯術を學ふ者絶えす。 

 

第五章 新羅に於ける三教二教調和論 

 

紅薔薇と白薔薇とを相接して垣根に植ゆるﾄｷは

久しからすして花粉相互に交換（錯）し、花色

にも白中紅點あり、紅中白點ある雜種を咲かし

む。是の如きは人生思想界の現象にも明に認む

るを得へし。 

儒教・道教・佛教の三教、一地域内に行はるゝ

時は、初は互に他を排撃して以て之を（驅）逐

して我教のみの地域となさんと努力すと雖、暫

にして其の到底驅逐し了するｺﾄ能はす、又（相

互に）其の教義に於て（其の地其の人に向て）

確乎（と）して流行すへき理由の存在するを認

識するに及ひては、飜りて排撃する代りに調和

説を考出して以て平和の裡に相携へて其國土内

の民生を教化せんとするに至る。而して是の調

和論は（各教の）偏執なき學者に由りて唱出さ

るゝは勿論なるも、例として比較的勢振〔ふる〕

はさる教の側より唱出さるゝは人情の自然と謂

はさるへからす。 

故に新羅・高麗の如き佛教、確に國教の位地

を占めて、儒教は平庸倫常の常識學と視做さ

るゝ時代に於ては調和論、儒者側より多く唱出

さる。李朝に至りて佛教、社會教化の圏外に迫

逐せられ、儒教獨り思想信仰を統制する時勢と

なりては調和論、反りて佛徒の側より唱出さる。 

三教二教調和説は既に支那六朝時代僧俗に由

り盛に唱へられし所、別に朝鮮思想史に始まり

しに非すと雖、亦羅代の顯著なる思想的現象と

して之を概述せんとす。 

前述高句麗蓋蘇文の三教並行説は（事）尚簡に
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して果して教理の理解と（よりして）調和的見

解にまて進めるや否やを徴する能はす。百濟に

在りては其の興國の英主近肖古王［三四五～三七

四］の時、王太子高句麗の岡王（［故國原王］）親

ら來侵すや、王太子、將軍莫古解と軍を率ゐて

之を半乞壤に至りて之を敗る。王太子、更に之

を追撃せんとするや、莫古解、諌めて止めしめ、

道家の言を引きて 

「知足不辱、知止不殆。今所得多矣、何必求多。」 

と云へり。道家の言は老子に在り、以て當時老

子の百濟に傳はり、士流の之を讀みしを證す。

又新羅の（太宗の第二子）名士金仁問の列傳に

は「幼而就學、多讀儒家之書、兼渉老莊浮屠 

之説」とありて彼か三教を兼學せるを證す。蓋

し是れ、新羅當代士流の爲學の通則なりしなる

へし。 

（又前述の如く）眞興王か創めて以て士風の

切磋琢磨に資せる彼の花郎制度は、恐らく薩摩

健兒社の如き性質組織なりしならんか。「其の

綱領は亦三教の長を採りしか如し。『三國史』眞

興王本紀に崔致遠「鸞郎碑」を引用して 

「國有玄妙之道曰風流。設教之源、備詳仙史。

實乃包含三教、接化群生。且如入則孝於家、出

則忠於國、魯司冦之旨也。處無爲之事、行不言

之教、周柱史之宗也。諸惡莫作、諸善奉行、竺

乾太子之化。」 

蓋し忠孝を勵まし、名聲を求めす人の爲に善を

行ふの意を言へるなるへきも、其の制度組織當

時或は三教の旨に取りて以て（花郎の）心得行

儀を定めしか。（◎上面：☒「〔４頁後へ移動〕新羅の士人

か仕へるには儒學を修め、宗教には佛教を奉す。而ｼﾃ佛

と道と併修めて共に塵俗に染まさるの教と信せるは、其

の由來既に久し」『朝鮮金石総覧』新羅期十五慶州甘山寺

彌勒菩薩造像記［聖德王十八年己未］には造像善士志誠

の日常を述へて 

「性諧山水、慕莊老之逍遥。志重眞宗、希無著之玄寂。

年六十七、致王事於清朝、遂歸田於閒野。披閲五千言之

道德、棄名位而入玄、窮研十七地之法門、壊色空而倶滅。」 

とあり、又十六甘山寺阿彌陀如來造像記［聖德王十九年

庚申］には造像善士金志全の好尚を述へ 

「仰慕無著眞宗、時々讀瑜伽之論、兼愛莊周玄道、日々

覽逍遙之篇。」 

とあり。是の如き風尚、國末に至りて衰へす、遂に崔孤

雲となりて大に顯著なり。唐代道家思想の盛を知れは、

新羅思想界に如是現るは當然となすへく）新羅統三以

後、唐の文化、滔々として將來せらる。唐代道

教、大に盛なり、老莊の學の此國に講せられし

こと、想像するに難からす。 

是に於て儒・佛・道三教の教義、鼎立して行

はる。三教行はれて（◎次頁上面：殊に羅末禪宗

流行して士流亦來りて之を學ひ、單的に佛教の

眞諦を玩味するを得るに至りて儒と佛と知識的

に新羅人に由りて理解せらる。）而して佛教の位

地尤優越、國教として國民上下の精神生活を統

制す。（◎）故に三教（二教）調和説は須らく文

臣儒士の側より唱へらるへし、佛徒の側より唱

らるへきに非す。即彼等は異教たるを以て佛教

を排斥せんとはせす、反りて儒・佛二教の間共

原（通）の道即原理、存在して決して枘鑿相容

れさる者には非さるを認むるに至れり。 

今の新羅人の遺什、固より多からさるも、彼

の新羅掉尾の文豪にして眞智王・孝恭王頃の崔

致遠の什及其の行蹟に於て、是の二教調和思想

の現はるゝを見るへし。是れ李朝の儒宗李退溪

か彼を誚るに「佞佛文士」を以てする所以なり。

然れﾄﾓ是の如きは、朱子學を（奉ｼﾃ）以て一切

（爾他）思想を排斥する李朝儒者の思及はさる

別天地に外ならす。以て必しも佞佛とは稱すへ

からす、寧ろ思想發達の當然現象と視做さゝる

へからす。 

定康王二年丁未、崔致遠の奉教撰に係かる河

東雙谿寺「眞鍳禪師大空塔碑」には六朝の沈約

の「孔發其端、釋窮其致」を擧けて而して之を

附衍説明して更に孔子（と釋迦）の以心傳心不
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言説の極致
23
に至りて相合して異ならさるを言

へり。即崔致遠の兩教觀は全く六朝時代の三教

二教調和論者張融・孫綽・慧遠・沈約等の流を

受けて儒・佛二教其の教義の眞諦心訣に至りて

は必しも相乖るにあらす。但た其の之を教に發

するに當りて淺深遠奥幽顯の差あるのみ
24
。佛

は深を説き幽を説き、儒は淺を説き顯を説くと

なす。 

されは稍降りて同うく文臣（崔致遠の從弟［高

麗の崔彦撝也］）崔仁滾か孝恭・神德二代の王師、

行寂朗空大師の「白月栖雲塔碑文」を製するや、

明白に「門人翰林學士守兵部侍郎知瑞書院事賜

紫金魚袋臣崔仁滾奉教撰」と記し、以て文臣に

して佛門の徒弟たるを異とせさるを證し、又彼

の海東漢學の鼻祖とも稱すへき薛聰か元曉の子

と傳へらるゝか如きも、新羅に在りて統三頃よ

り既に儒・佛二教の間頗る親密にして相互に排

斥する態度に出てさりしを想像せしむるものあ

り。 

又崔致遠其人の行蹟も、仕へて（上大夫）守令

に陞れるは、儒の道なり、好て佛典を讀み母兄

（華嚴大德）賢俊及定玄師等と親交を締し海印

寺雙谿寺に優遊せるは、佛の道なり、晩年、世

念を一斷し專ら虛無に入りてを體し往々錬丹を

學ひ終に尸解昇天せりと傳へらるゝは、老莊（道

家）の道なり。崔致遠は獨り其の思想に於て三

教調和を唱へしのみならす、其の一生の行蹟に

於ても之を實現せりと視るを得へし。（×上面：

×獨り孤雲のみならす。新羅統三以後の士人の

生活に亦同様型式ありしは、☒→４頁前☒新羅の

士人か仕へるには儒學を修め、宗教には佛教を

奉す。而ｼﾃ佛と道と併修めて共に塵俗に染まさ

るの教と信せるは、其の由來既に久し。『朝鮮金

石総覧』新羅期十五慶州甘山寺彌勒菩薩造像記

［聖德王十八年己未］には造像善士志誠の日常を述

へて 

「性諧山水、慕莊老之逍遥。志重眞宗、希無著

之玄寂。年六十七、致王事於清朝、遂歸田於閒

野。披閲五千言之道德、棄名位而入玄、窮研十

七地之法門、壊色空而倶滅。」 

とあり、又十六甘山寺阿彌陀如來造像記［聖德王

十九年庚申］には造像善士金志全の好尚を述へ 

「仰慕無著眞宗、時々讀瑜伽之論、兼愛莊周玄

道、日々覽逍遙之篇。」 

とあり。是の如き風尚、國末に至りて衰へす、

遂に崔孤雲となりて大に顯著なり。唐代道家思

想の盛を知れは、新羅思想界に如是現るは當然

となすへく）要するに新羅の宗教及哲學を包含

する思想界は、佛教に由りて第一原理的に導か

れ、儒教は單に政治及道德即日常生活の平庸な

る軌範を説くに過きすとせらる、（教の）卑近常

識門と視做され、高遠なる（靈動的）信仰門は

之を佛教の獨占に委したり。道家思想に至りて

は時々の一服清涼劑として扱はれしに過きす。

されは人間の爲に宇宙の實在への道を開き眞安

心を與ふるは佛教の外なしと云ふもの、新羅人

一般の思想なりと斷すへく、而ｼﾃ是思想は直ち

に高麗の末期朱子學の官學となる迄に及へり。 

 

高麗朝思想史 

 

高麗朝の思想か開國の君主太祖王建の個人的思

想並に教政の方針に由りて導かるへきは言を俟

たす。而して太祖其人の武人出身にして格別の

學的素養に富める人に非さるか故に其の思想の

淵源畢竟新羅の傳習を承くること亦言を竢たす。

即佛教を以て宗教とし儒教を以て政治道德の規

範となし、兼ねて種々の鬼神教に由りて禳灾招

福せんとするなり。 

（△上面：△高麗佛教は大覺國師出てゝ新に天台

宗を開立し教界の統一を劃する迄は、略新羅佛

教の延長と視做すへし。（故に）之を國初の佛教

と命す。） 
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第一章 太祖と佛教 

 

〔國祚の存廢と法力〕 

前述の如き崇佛を以て一貫せる新羅か終に佛菩

薩に見離されて國祚祀らさるに至れる（り、高

麗之に代りて世代を創くる）重大事實は、新羅

君臣側と高麗君臣側とより二様の（相反する）

觀察をなすへし。即是事實を以て、佛の法力の

其實國祚擁護に何 許
なにばかり

も恃むに足らす、國家の

興廢は佛力以外他の重大なる原因あらさるへか

らすとなすは、新羅君臣にして、佛の法力頼る

へし、（誠）信疑はされは感應なり（あり）、新

朝の成立は佛の裨補に依ること多し、佛益々崇

奉せさるへあらすとなすは、高麗君臣なり。 

高麗太祖は、佛の法力及鬼神の威德は冥々の

裡に國祚の存廢に關すること大なり、故に佛儀

と祭神とは國家と重要國事なり、君臣苟も怠る

へからすと信せるか如し。太祖の家世に佛教を
．．．．．．．．．

信し
．．

、王建其人亦堅固なる佛教信者なりしこと

は、種々の事蹟に照して疑ふへからす。前述『麗

史』所載の王氏と道詵との神秘的物語は縱令（果

して其）事實の（精密と）有無疑へきも相當上

世の作爲に出る（より既に傳へられたる）のみ

ならす恐らくは道詵と王氏の父祖との間に何等

かの因縁關係ありて王氏か道詵を名（高）僧禪

僧として崇尊せる事實ありしこと疑なきか如く

（上面：縱令物語の全部か精密に事實なりとは

信すへからさる也縱令後代王者興起の迹を神秘

にすへく僞作せるものなりとすへし。由りて以

て王氏一家の佛教を信せる家るを證するに足る。

今予は更に進んて太祖其人を崇拜し、其の説く

所の風水地理説を信受せるものとなす［補閑集太

祖と崔凝との談話中、太祖の朝鮮土性の説參考］。尚後

説。） 

〔遺訓〕 

『高麗史』に記する所、太祖其廿六年に大匡朴

述希に親授せる遺訓なる者は、嚴格なる史實と

しては疑あり或は之を（世に）出せる姜（崔）

沆の僞作ならさるかを思はると雖、然れﾄﾓ少く

ﾄﾓ姜沆に由りてと雖、然れﾄﾓ其の上世、崔沆（［成

宗朝撰史の任にあたる］）の家より世に出たされ、

當時之を尊ひ又高麗の教政の本訓條に則れる所

のもの少からす。故に本訓條の思想は之を高麗

朝建國施政の方針として視做すへきものありと

す。其中第一條 

「我國家大業、必資諸佛護衛之力。故創禪教寺

院、差遣住持焚修使、各治其業。」 

は、太祖の佛と國祚との關係の根本思想を道破

せるものにして（△上面：△太祖の眞意は兎に角

表面施設は斯の如し。） 

高宗朝文臣崔滋の『補閑集』に載する所（太

祖と）參謀崔凝との談話に 

「我國山水靈奇介在荒僻、土性好佛、神資福利。

方今兵革未息、安危未決。旦夕栖遑、不知所措。

惟思佛神陰助山水靈應、儻有效於姑息耳
．．．．．．．．．．．．．．．．．．

。豈以

此爲理國得民之大經也。待完亂居安正、可以移

風俗美教化也。」 

とあると照して明なり。斯くて太祖は新羅の例

に循て燃燈・八關の二齋を以て國の大法式とな

して以て佛に祈り鬼神に禱り、其外諸宗の僧侶

の名ある者を致して之を優遇し、丹精を 抽
ぬきん

てゝ高麗の爲に福利を修せしめたり。 

但し太祖の佛教外護は、獨り其の個人的信仰と

國祚裨補の爲なるのみならす、○（強調か）由て

以て人心を収攬して新朝の國基を固めんとせる

は想像するに難からす。 

蓋し佛教は新羅の國教にして、其の教理の民

心に浸潤すること 深く、僧侶の言説の民信を

動かすこと極めて大なる、言を竢たす。而して

新羅末季、政綱弛廢して四方 平
たいら

かならす盗賊

横行し、僧侶も早く望を朝廷に絶ちて足を裹
つつ

み

て王京に向はんとせす［一例、光宗十六年李夢游撰

靜眞大師碑（洞眞大師碑、廣慈大師、法鏡大師）］。太祖
．．

立つに及ひ百里中使を遣して山
．．．．．．．．．．．．．．

中高德を召し或
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は戰陣の途次枉駕其の高居を誘ふ、以て太祖の

爲に國祚を祈り、廣く民衆に向て新朝の佛護を

得て宜うく三韓の聖主たるへきを宣傳せしむ。 

〔王師・國師〕 

太祖の佛徒優遇の中、 顯著にして佛徒の位地

の向上を成せるは（羅代に引續きて）王師・國

師の極位階を設けて（以て）常置の僧階となし、

遂に以て麗朝の常憲となせる一事なりとす。 

即太祖は其一年早くも法鏡大師慶獻か清源派

の雲居道膺の心法を得て天佑五年［孝恭王十二年］

歸國し、亂世を避けて山中に窶坐せるを迎へて

王師となし、其の四年に寂するや、同門の眞澈

大師利言を以て第二世王師となし、利言遷化す

るや、眞空大師忠湛を以て第三世王師となせり。 

案するに、僧侶に國師あるは、支那北齊の僧

法常、寂後國師を追贈せられしを始とす。（存命

中の國師は多く之を聽かす。）新羅に在りては佛

國王の師として禮遇せられし者、今日の（傳は

る）碑文に就て檢するに洪陟の興德王及宣康太

子の師となり入（に由りて師と）せられ、又智

證大師は憲康王に由りて師とせらる。眞鏡大師

は景明王の師とせられ、無染禪師は景文王憲康

王の爲に師とせられ、又梵日大師は景文・憲康・

定康の三王より國師の禮を以て聘せられしか、

遂に山を出てす。又愍哀王は眞鑑大師を迎ふる

に師禮を以てせるか、亦雙谿寺を出てす。斯の

如く新羅の崇佛王も師となせる僧侶なきに非さ

りしも、常置の僧階たりしには非らす（さるか

如し）。又碑文ては支那に倣て國師と記して王師

と記さす。國師の外に王師を設け歴代常置の僧

階となせるは、高麗太祖に至りて始まりしか如

し。 

太祖の信せる宗派は禪
．．．．．．．．．．

宗なりしか如し。蓋し前

述の如く禪宗は新羅に在りて 新宗派にして、

他諸教宗即華嚴・律・法相・三論・密教等の既

に宣布せられし（て盛に行はれし）是土に新に

地盤を開けるか故に、其の大師等も意氣潑剌と

して多く新歸朝の名匠たり。 

新興宗派の元氣に富み殊に其の宗義、單的力

的にして武人たる王建に適し
．．．．．．．．．

、又たまゝゝ如哲

禪師なる道詵の法を嗣ける偉材ありて夙に王氏

の皈依を受けしあり、終に王建をして自派の人

たらしめしなり。（故に）前述太祖の王師は皆禪
．．

宗の僧
．．．

たり也。外太祖か文臣に命して撰文せし

めて豊碑を建てしめし禪僧に大鏡法師麗嚴・朗

圓大師開情・先覺大師逈微・眞空大師・法鏡大

師元暉・廣慈禪師・洞眞大師慶甫・靜眞大師競

讓・元宗大師燦幽・通一大師、十師あり。 

〔太祖と道詵との關係〕 

茲に太祖と道詵との關係に就て一考察を試んと

す。 

太祖の道詵を尊信せるの事實は之を認めさるを

得さるは前述の如し。而して太祖は道詵に面會

せりや否やは（るの事）傳説を（は之を）信す

へく餘りに荒誕なり。但た何人か果して太祖に

向て道詵の神蹟靈迹を語りて太祖を（して）信

せしめしかの者なかりしかを尋ねさるへからす。

太祖は上述禪家三（三王師）十大師外如哲禪師
．．．．

なる者を尊崇して其の神怪なる説に傾聽して以

て大に禪門を盛にせり。其は李奎報の（撰せる）

「大安寺談禪牓」に 

「由是、我太祖大王、因哲師秘要、崇信宗門。

及大闢五百禪宇、闡揚心法、然後北兵自退却、

無復寇邊。然則禪之利於世也、可勝道哉。」 

とあり、又同人撰「甲午年談禪日齋疏」に 

「昔達磨得師子比丘之黙傳、耀佛燈於中土。我

藝祖因如哲大士之密諗輥禪、軌於三韓。有國綿

遠而式克至今。」 

とありて亦之を復（證）す。是れ恐らく當時禪

宗内に傳はれる故記に基くものにして信憑すへ

きものと認むへし。 

而して乾統六年即睿宗元年李預の撰せる「三

角山重修僧伽窟記」に禪師領賢を遣して其の重

修を総管せしめしを記し、同時に領賢禪師の法
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系を述へて 

「賢師、是新羅代窟主禪師如哲所創神穴寺先祖

王師子膺之法胤也。」 

と云て如哲の禪宗なる（にして羅代三角山僧伽

窟主なりし）を證す。 

案するに哲は普通禪僧と其の行蹟を殊にし、

僧伽の深窟に住して往々奇蹟世を駭かし、彼の

道詵の流を斟
く

める所謂神僧の部に屬する者なり。

而して（前引）彼か種々の秘要を述へて太祖を

動したりと云ふは、或は道詵の遺訣と稱して誥

けたるに非すやと思はるゝは、前述太祖の遺訓

の内に 

「諸寺院、皆道詵推占山水順逆而開創。」 

とありて、太祖の禪宇開創處は道詵の秘訣と稱

する者に從へるものと見らる。（◎上面：又『益

齋集』「重修開國（律）寺記」に 

「恭惟我太祖、既一三韓有利家邦事無不擧。謂
．．．．．．．．．．．．．．

釋氏可以
．．．．

贊
．
理道化
．．．

暴逆不氓其徒。俾闡其教、凡

立塔廟、必相山川陰陽逆順之勢。要有以損益壓

勝者然後爲之、非如梁氏畏慕罪福求媚于佛也。

都城東南隅、其門曰保定…〔其路自楊廣・全羅・慶

尙・江陵四道、而來都城者、與夫都城之之四道者、憧憧

然罔晝夜不息也〕…有川焉、城中之水、澗溪溝澮、

近遠細大、咸會而東。毎夏秋之交、雨潦既集則

崩奔汪濊、若三軍之行。吁可畏也。有山焉、根

乎鵠峰、邐迤而來、若頫而起、若鶩騖而止、猶

龍虎之變動而氣勢之雄也。世號斯地爲三鉗。豈

以是哉。清泰十八年太祖用術家之言、作寺其間、
．．．．．．．．．．．．．．．．．．

以處方袍之學
．．．．．．

律乘者、名之曰開國寺。」 

とありて、專ら道詵の風水説に循て寺刹の開創

をなせるを證す。） 

而して其の秘訣を述へて太祖をして實行せし

めし者は（『益齋集』の所謂術者は）如哲其人な

り。果ｼﾃ然らは、道詵と如哲とは法脈に於て如

何なる關係に在りや。（二師共に禪宗たる外には）

惜矣哉、今徴すへき資料を缺くと雖、太祖創業

當時地理風水の怪僧、僧伽窟主如哲禪師なる者

ありて、巧に道詵を借りて太祖を動かし、太祖

の皈依を得（太祖をして）種々興禪の事業をな

さしめたることは疑ふへからす。或は尚進みて、

王氏と道詵との神秘的關係の物語の如きも實は

如哲の案出に係る、太祖遺訓の資料も如哲の説

に源くものならすやとも思はる。 

而して如哲は長生して太祖・惠・定・光・景・

成宗の六王に歴事して何れも能く皈依を得たる

は、成宗元年國老崔承老の國弊を論する有名な

る長疏中に 

「伏見聖上、遣使迎屈山僧如哲入内。臣愚以爲

哲果能福人者。其所居水土、亦是聖上之有、朝

夕飲食、亦是聖上之賜。必有圖報之心、毎以祝

釐爲事。何煩迎致、然後敢施福耶。」 

とあるに徴すへし。哲は是時江原道（襄陽？）堀

山に住せるなり。 

哲は實に裏面に活動する怪僧にして一般禪宗

の以外の手段に由りて人主の心を捉へ、能く初

期麗朝をして（に在りて）禪宗を盛ならしめし

こと疑ふへからす。されは、太祖より成宗頃迄
．．．．．．．．

は高麗禪宗は醇禪の老師として其人濟々
．．．．．．．．．．．．．．．．．．

として

多く輩出せるに尚又此の怪僧あり、宗勢 振へ

りと想像せらる。 

 

二 他の宗派（［本節省講］） 

高麗國初の佛教宗派は禪宗の外、華嚴宗は新羅

以來の宗勢を維持して能く禪と拮抗す。光宗朝
．．．

の王師坦文
．．．．．

は即華嚴宗なり。爾後歴朝名僧輩出

し宮中の皈依淺からす。 

律宗
．．

も新羅以來、僧侶の受戒の儀と相須ちて、

引續き高麗に官壇設置の律寺ありて宗勢衰へす、

太祖は其十八年開城の鎭護として保定門に開國
．．

律寺
．．

を創め授戒官壇を築き、又靈通［開城］・嵩

法・普願［伽倻］・桐華［大邱］の四の寺にも戒壇

を築けり（置けり）［麗史靖宗二年］。 

密教は元來祈禱宗にして特に國家及古人の禳灾

に神效ありとせらる。『三國遺事』巻五明朗神印
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の條には、太祖創業當時、海賊の來擾あるに當

り、新羅の有名なる密教大德安惠明朗の法孫廣

學・大縁二大德をして作法禳鎭せしめ、因りて

開城に現聖寺
．．．．．．

を立てゝ密教の根本法堂となす。

大縁は前名善會にして光宗も甚た之を優遇せり。

外に開城の鎭山天磨には揔持巖院、毋岳には咒

錫院ありて亦密教の道場たり。 

慈恩宗
．．．

は重に瑜伽宗と呼はれ、麗朝に至りても

教宗中の要宗として榮えたり。顯宗か安宗及妃

の冥福を修する爲に、開城玄化里
．．．

に營める玄化

寺は本宗の大刹たり。國初の王師慧炤・智光・

慧德は皆本宗の僧なり。 

是等の外、淨土念佛宗（［智異山水精社］〔權適：東

文選卷 64〕）はの・小乘有部亦一宗として存在せ

り。［河千旦撰小乘宗首座官誥〔東文選卷 27〕］ 

斯の如く高麗國初、一宗として認められしは禪

宗・華嚴宗・律宗・法相宗・密教及小乘有部宗

の六宗なりしか如く、是の外の宗派としては史

乘見るへきなし。而ｼﾃ是等六宗の僧侶の宗學と

して學修研究する所の學は（文宗の王子）大覺

國師義天の墓誌銘に據れは 

「當世之學佛者、有戒律宗、法相宗、涅槃宗、

法性宗、圓融宗、禪寂宗。師於六宗、並究至極。」 

法性宗は『起信論』圓覺經等を所依典となす、

（眞如）法性を（『攝論』等の學を）謂ひ、圓融

宗は即華嚴宗なり。禪寂宗は即禪宗なり。但し

是六宗は何れも大乗に屬す。小乘有部宗學・淨

土學の如きは是外と見らるへし。 

 

第二章 高麗の僧階 

 

太祖の對佛教觀念は爾後歴代君臣に由りて繼承

せらる。即佛教は國祚裨補（國家の爲に）禳灾

招福の重大作用者なり。單なる死後修福の超（出）

世間的教法には非す。是の思想を尤明白に顯せ

るゝに國定の所定の僧階あり。僧階の極上は王

師・國師にして其の基礎は僧科なり。但し國初

に在りては尚新羅の僧階を襲用
25
し、前述坦文

王師の碑文には大德・別大德の法階を授け、大

鏡大師碑銘裏面弟子名に政法大統・尹然大德あ

り。而して成宗朝に至りて既に高麗僧階を授與
．．．．．．．．．．．．．．．．

せり。從て高麗朝の僧階の制定は光宗朝僧科制

定後に至りて制定せられしと見るへし。 

〔僧科〕 

朝鮮（半島）に於て僧科の施行せられし濫觴に

付ては、史乘明記するなしと雖、諸種の資料に

據りて判斷するに、高麗の各宗門少くとも 大

宗門たる華嚴宗にては選佛場を設けて此に宗門
．．．．．．．．．．．．．．．．．

大德か宗内青
．．．．．．

年僧の學力を試みしは太祖當時既

に之あり、或は新羅時代にも之ありしに非さる

かとも疑へとも今證據なし。只た新羅の元聖王

既に唐制に倣つて讀書出身科を定むるあり。僧

侶の大選は實に士人の出身制に模せるか故に之

に倣へる選佛場も、或は案外に上代に溯るか、

知るへからす。太祖か華嚴宗の秀才坦文の名聲

を夙聞して僧選に應せしめしは、實に龍德元年

即新羅敬明王五年太祖即位四年なり。但し是の

僧選は單に嚴宗の私設僧選にして國制の僧科に

は非すと見るへし。 

降りて顯宗十六年
．．．．．

崔冲の撰せる（禪宗）圓空

國師智宗の碑には顯德の初、光宗大王の僧科を

置きしを記す。顯德は成光宗の五年より十年に

至る。光宗は其の九年支那人
．．．．．．．

雙冀の進議に原
もとづ

き

て、支那制度に則りし略形式を備へる科擧を設

けて進士出身を取れり。顯德初の字稍や襯
しん

せす

と雖、大體に於て僧侶側より請願して士流の科

擧に準して僧科を設けられしものと見るへきか

如し。文宗八年高聽の奉教撰に係る華嚴宗「浮

石寺圓融國師の碑」文には師廿八歳即成宗十年
．．．．．．．．．

僧科に應して大德に進む
．．．．．．．．．．．

とあり。此頃既に僧科

の僧侶登龍門たりしを證す。 

然れﾄﾓ初には僧科を施行するに定期なかりしか、

宣宗元年に至りて
．．．．．．．．

終に僧侶の請に依りて進士の

例に從て三年一選となす。僧科の制、苟も僧階
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を得んとする者は、此關門を通過せさるへから

す。但し王子王族乃至勢家の子弟の僧たる者は
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

必しも然らさるか如
．．．．．．．．．

し
．
く
．
直に高階を授けられた

り。僧科本試の前、各宗談法會を設けて豫め選

擇を行ひ、之に合格せる者を開城に送りて本試

に應せしむること文科と同し。僧試場に臨場す

る者、中使あり證官あり碩德あり。中使は宮中

の使者、證官は朝廷の官吏、碩德は試僧なり。

故に中使・證官は試驗の公平を監督する者なり。 

〔僧階〕 

（僧階に禪・教二種あり
26
。教宗階は先つ）僧

科に合格して初授の僧階を大德となす。上りて

大師なり、次上を重大師、次上を三重大師、以

上首座僧統となす。是れ教宗の僧階なり。禪宗

に在りては三重大師迄は（教宗と）同名なるも

以上禪師・大禪師となす［海麟國師碑銘、圓眞國師

碑銘、其他教宗僧侶の碑銘］。教宗と云ふは律・華

嚴・法相・小乘有部の四宗にして、禪宗と云ふ

は禪宗及密教の二宗なり。惟ふに密教は眞言秘

密を教義と立て普遍の文字を超越する立前なる

か故に、之を禪宗に編入せるなるへし。後大覺

國師か新に天台一宗を開立するに至りて亦禪宗

の僧階を取れり。（△上面：△大德の僧階には法

號伴ひ、階の進むに從て法號亦加はる。） 

僧階の絶頂は國師及王師なり。此に到れは位品

大臣の上に在り、王の師禮を受く。宣勅を齎し、

赴く者は亞相の大臣なり。例に依れは、直に封

を受けす、再命三命を經て始めて之を受く。中

には五辭に及ふあり。 

『高麗圖經』は高麗僧侶の事を記するに於て

愆謬多し。王師・國師を叙するや王師を以て

高位となせり。然るに實は國師反りて王師の上

にｼﾃ僧階の極上なること『李相國集』巻三十四

「諡圓眞國師教書」に 

「夫王師者、特一王之攸範。國師者、迺一國之

所資。」 

とあるに徴すへし。（◎上面：◎外に普覺國尊一

然の碑文及無極混丘の益齋撰碑文〔有元高麗國曹

溪宗慈氏山瑩源寺寶鑑國師碑銘〕に證あり。）故に王

師都城を離れて藏修の山寺に歸臥するﾄｷは、即

國師に進むるを例とす。要するに一言以て之を

言へは、國師は在野の王師にして、王師は王の

側に在る國師なり。 

新羅時代、亦王師の優遇を受し僧の少からさり

しは前述の如し。然れﾄﾓ新羅の王師は單に國王

の法師として尊崇するの義にして、高麗の如く

僧侶の位階とは視るへからす。從て常置の性質

に非す。其人なけれは、之を缺く。然るに高麗

王師は然らす。 宛
さなが

ら官吏の大臣大將の如く職

階の一種なるか故に、尋常の僧階を歴陞して名
．．．．．

望ある者は當然之に到る。是れ列王必す王師を
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

おき、名僧必す之を授けられし所以
．．．．．．．．．．．．．．．．

なり。 

（案するに）僧階は僧科を本とす。僧科は士

民文武科擧に倣へるなり。官吏か科擧に依りて

登用せらるゝと同しく、僧侶も僧科に由りて登

用せられて一ケ寺の住持となりて國家の裨補の

職を盡すへきものとす。官吏は政法に由りて以

て陽に國家治平・人民康寧の業績を擧け、僧侶

は法力に由りて以て陰に國利民福を進む。され

は官法と教法とは政治の表裏陰陽にして、二者

相須つへく、其の一を缺くへからさる所のもの

なり。（△上面：△ 

崔承老上時務書［東文選巻五十二］に佛弊を擧

けて當時麗朝の歴王は法事と政事を視るに二大

國事を以てし、法事に列して政事を廢するを常

例となせり。承老は之を不可となし 

「請以一年十二月分半。自二月至四月、自八月

至十月、政事功德、參半行之。自五月至七月、

自十一月至正月、除功德、專修政事。逐日聽政、

宵旰圖治。毎日午後乃用君子四時之禮、修令安

身。如此則順時令安聖體、減臣民之勞苦、豈不

爲大功德乎。」 

と云ひ、尚一年中の半期には政事と法事即功德

とを參半して當（視務）するを以て國王當然の
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生活となせり。政教一致、深然とし不可分なる

思想、掲焉として明白なり。） 

若し國家に大事あり、文武官員の力を盡して

尚救ふ能はさる場合には、即僧侶の法力を頼む

の外なし。是れ國家か僧侶の待つに略ほ官吏同

様なる方待（法）を以てすへき所以にして、又

國家に大難生する時、愈益僧侶か國王四民より

力と頼まるゝ所以なり。 

事は顯宗朝契丹の侵（入）寇、高宗朝蒙古の

侵來當時に於ける大藏經板鏤刻に見るへし。是

れ新羅高麗の歴代佛法及僧侶に對する一貫する

觀念にして、而ｼﾃ佛教か高麗宮廷と密匆なる關

係を締して其の深甚なる庇護を受け、王子公孫

爭て圓頂黒衣の群に投し、英才濟々として輩出

し、其極晩年の如く怪僧辛盹なる者出てゝ黒衣

宰相として政權をさへ掌握するに至れる張本な

り。 

 

第三章 高麗の漢學と科擧 

 

前述の如く新羅時代（國家は）儒教を視るに道

德及政治の規範を垂るゝものを以てし、苟も士

として治民の地位に立つ者は必す儒學を修めさ

るへからす、國家設置の學校は即儒學を教授す

る所となせり。從て儒教の普及發達、一定程度

に達すれは、必す國學設けられて之を天下士類

の子弟に教授し、國學の發達（一）定程度に到

れは、必す科擧制度建てられて儒學を以て（國

家）試驗を擧行して士類出身の途となす。 

新羅國學は神文王二年に建てられ、其の制度

課程畧ほ唐制に模し、後百年元聖王四年に至り

て始めて讀書出身科を施行し、專ら唐科擧の明

經科に準して五經三史（上面：易、書、詩、春秋、

禮／史記、漢書、後漢書）を以て試し三品を取る。

國學建てられ科擧行はるゝに至りて、儒教の國

家政教に對する支配權牢乎として動かすへから

す。同時に漢學文化の發達亦經年愈々進む。 

されは新羅の秀才にして進むて（萬里の木道

を踏みて）唐土の賓興科に應して及第し、名を

彼土科榜に垂るゝ者長慶の初［憲德王代］金雲卿

なる者を先導となし、爾後唐末に至る迄五十八

人を數へ、五代梁唐、卅一人と數へらる。崔致

遠のは即其の翹楚にして乾符元年及第し、擢用

せられて唐の翰林學士となる。然れﾄﾓ新羅國學

課程は經史文選の訓詁を主とし、科擧亦明經讀

書科にして、猶未た唐土科中の （精）華、進

士製述科を設くるに至らす。 

高麗太祖は開國創業の主として教政に在りても

舊國の民心の（収攬）安堵を第一策となせるか

故に、（ ）力を佛教の外護僧侶の名僧の招邀に

用ひ、學制の更新・學校の増設の如き儒教側の

作振に着手するに至らす［『東國通鑑』太祖十四年

皇龍寺九層塔に倣て開城に七重塔を立るに懸けし史論參

考］。然れﾄﾓ太祖と雖、全く儒教漢學の奬進に意

なきには非す（故に）（さること）、『高麗史』太

祖贊、穆宗六年春正月の教書、『麗史』選擧志の

記事等に見ゆるか如し。或は重儒道と云ひ、或

は大開庠序と云ひ、或は道建學校と云ふ。是れ

太祖の學政の方針の在る所を言へるものと解す

へし。之を（か）實施（に着手）せるは光宗に

して學制の完成を見しは成宗朝なり。（◎上面：

◎其迄は新羅の制を襲へるものと解すへし。） 

高麗の學制は新羅よりは一層善く唐制を寫せ

るものにして、中央管學機關は國子監あり、國

子學・太學及四門學の（三）學を設け、身分の

品等に從て子弟を取り、夫々の學官博士をおき、

外に雜業教授の律學・書學・算學をも國子學に

附設す。地方十二牧には夫々庠序を設けて（學

田をおき）、中央より經學博士、醫學博士各一人

を派遣して其の教官となす。 

高麗學制の制定と前後して［恐らく其の前］換言

すれ、光宗九年には支那（後周）人雙冀の建議

に因りて（一層より唐制に模したる）高麗科擧

制度を立て之を實施す。科目は詞賦及時務策の
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進士科と經書讀誦の明經科及醫卜の三種なり。

（始は逐年之を行ひしか、後）三年大比の古制

に則りて式年毎に擧行となす。 

是に至りて科制並に學制、共に唐制を完全に

模倣し、愈々朝鮮は小中華の實を備ふるに至り

（へ）、支那國家及國民の（政治經濟及性情に於

る）利弊共に之を受くるに至る。例へは學風を

功利的にし（て專ら應科の爲に修學し）、尚文と

共に文弱に陷らしめ、學問を以て士類階級の獨

占となし、文化の普及を遮障せるか如しし、文

學は獨り貴族文學にして平民文學終に興らさる

か如し。（△上面：△殊に李朝中世以後、道學益

盛にｼﾃ士流向學の途二岐に分れ、道學者反りて

文學の士に軼くるに至りて、道學者の間科擧を

以て名利の途にして、人心を毒し士風を浮薄に

し、俗習を擧けて利窠に投するものとなす論、

大に興る。然れﾄﾓ是れ畢竟所謂一邊の論なるこ

と言を俟たす。） 

製述科、立てられて高麗の詩文駸々として進む。

當時の知貢官は雙冀・王融の二氏之に膺る。二

氏共に浮華綺靡なる四六儷體を善くす。故に未

た（唐の韓・柳に源する）古文體、興るに至ら

す。 

案するに朝鮮の詩文體の變遷は支那の同時代

に比して常に一時代晩るゝを例とす。新羅時代

に在りては尚唐代の詩文體の流行を見るに至ら

す、國學に於て教科書として『文選』を課し、

學者の詩文亦一に六朝駢儷綺麗體の外に出てす。

崔致遠の豪傑の資を以て『桂苑筆耕』の収むる

所皆然り、他の作家は言ふに及はす。高麗の盛

大となるに至りて漸く唐の詩文體學修せられ

（仁宗朝の）鄭知常・金富軾二氏の如き既に顯

著に羅代の詩文と（其）體を異にす。以下代を

下るに從て愈々（韓・柳の）眞古文高麗に行は

る。 

而して
27
宋滅ひ元となり高麗完全に其の（元

の）屬國となるに及ひて、程朱の宋學輸入せら

れ、同時に宋の文體亦模倣せらる次て李朝とな

るや（大體論として）擧世詩文共に宋を學ひ、

文に歐陽脩・朱子、詩に東坡・山谷・放翁を模

す。故に李朝諸家の詩格、高麗に比して降るを

免れさるも、文は即高麗に軼くと稱せらる。李

朝（盛世漸く明文の影響を見）中葉以後清朝の

正朔を奉するや、明代の學問文章の影響を見る

（詩文鮮彩を力む）而して清末に至りて潜流的

に清代の學術朝鮮に浸灌し詩に在りても王漁洋

の（翁方綱の
28
）影響の下に唐聲宋理を以て典

型と立つ。李朝末期の詩人の作皆之に則る。 

高麗大學課程を新羅の其と比較するに 重要な

る差異は、前者に在りては『文選』を廢し、專

ら經書を教授することゝなせるに在りとす。即

睿宗四年には太學に七齋を立て 『ゝ易』『書』『詩』

『周禮』『禮記』『春秋』の六經と武學を修むる

七種學生の寄宿舎となし、後仁宗武學齋を廢す。

六經の外『論語』と『孝經』とは一般に學修せ

しむ。仁宗之（主義）を大學式目に現し、其九

年には進んて學生の老莊學を治むるを禁せり。 

後顯・德・靖・文宗四王に歴任せし（累代の

儒宗）崔冲か顯宗以後、干戈纔に熄みて文教未

た恢復せさるを慨し、私學堂を開ゐて學徒を教

ふるや、九齋を立てゝ授くるに九經三史を以て

せり（上面：易、書、詩、禮、（毛詩）春秋（左、公羊、

穀梁）、孝經、論語、孟子、周禮）。是の如く高麗國

學及私學に在りて經學を重注せるに拘らす、科

擧に在りては（◎上面：◎（原則として）進士・

明經を對等の二大科と立てなから、其實）亦等

うく支那の先蹤を追ひて製述科專ら尊はれて、

明經科は有勢なる士流子弟は之に應するを

屑
いさぎよ

しとせさる風を早く馴致せり。 

柳邦憲の墓誌に記するか如く、光宗の晩年に

は既に進士科を尚ふに至り、進士科に應する者

の數、遙に明經科に過くるか故に進士科及第に

甲乙丙三科を許し（置き）明經は始後更に同進

士迄作るに至り、明經科は索然として始終唯一
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科のみ。 

而して是の傾向を促進せるは、王融其人なり

か如く、光宗十七年其の雙冀に代りて知貢擧と

なるや、前後十數回、只た進士を取りて明經を

取らす。是に於てか明經は進士に拮抗する能は

す、麗朝種々科制に關する重要なる施設も主と

して進士科を對象として企てらるゝことゝなり、

太學生も居常、力を製述に注き經學を忽にし、

麗朝立學の精神を發揮せさるに至る。是風は李

朝を通して些の變化を見す、其の李太王甲午年

大改革に廢止せらるゝ迄、明經科は專ら邊陬地

の讀書士乃至郷儒の應する所の科となり。之に

好古（なれり。） 

 

第四章 高麗儒者の佛教觀 

 

高麗國初、新羅の漢學を承けて之を高麗に傳ふ

る者、先つ（崔致遠の從弟）崔彦撝を推すへし。

彼は（羅朝に在りては崔仁滾と稱せり。）慶州の

崔氏、世々典文の家なり。太祖登用して太子師

傅となし、内外製翰の任を委し、一時の縉紳の

子弟皆之に師事す。當時王命に由りて建つる碑

銘の撰多く彼に需つ。（後、成宗朝國史を修せる）

崔沅は彼の孫なり。又有名なる萬言疏を成宗に

上れる崔承老亦一門の人なり。 

彼等に次て名ある儒學者に蔡忠順あり前述王

融あり、表文に巧にして遼との外交に功ありし

朴寅亮・金仁存あり。靖宗文宗兩朝の丞相崔冲

は海州の人、私學を建てゝ大に文教を盛にし、

門徒振々、當代稱して東海孔（子）と云ふ。然

れﾄﾓ是等國初及盛代の漢學者等の著述は今傳は

る所のもの甚少し。唯た若干碑文及詩文（と數

篇の）『東文選』に収めらるの數篇の詩文の見る

へきのみ。 

是時代の漢學は（諸經の）訓詁に於て註疏に

據り文に於て唐文を模し未た性理心氣の哲學的

見解（○上面：○即道德の根源人性の問題より進

みて宇宙觀人生觀に説及する講究は未た彼等に

由りて從事せらるゝに至らす）を擧論するに至

らす。依然として新羅時代の漢學の前軌に循る。 

されは當時の漢學者の思想及信仰上より佛教

を觀るの、亦羅代の儒者と其節を合す。即哲學

及宗教、即人の思想信仰を 高度に統制して以

て人生々活に理想と安易（心）とを與ふる教と

しては佛教を以て唯一無二となし、儒教は只た

平庸なる人倫と政治の規範を説く者と看做せり。

實に當時儒學の哲學的方面の開拓なきに對して、

佛教方面（側）は新羅の佛教學を承けて禪・教

大乗諸宗爭うて其の宗學を發揚し、各深邃高尚

なる哲學を其の教理に有し、名僧知識輩出して

盛に之を提唱講演するあり。 

加之に高麗王家は歴代佛に皈依し、庇護到ら

さるなし。僧階（職）の極地の座席、實に大臣

の右に在り。是に於てか國初以來、漢學者と稱

し儒者と稱する者も殆と皆、佛教を以て深き哲

理を説き、儒教を以て淺き倫常を説き、佛教は

精神（信仰）界を支配する者、儒教は物質政治

（事功界）（［現象）界］を支配する者と承認せさ

るはなし。 

故に前擧崔彦撝は數多き僧侶の碑銘を撰せる

か、撰者の姓名、漫漶して讀むへからさるも、

（亦）彼の作に係ると推定すへき長湍「五龍寺

王師法鏡大師普照慧光塔碑」の裏面、門徒の列

刻に彼亦其名を陳ねたり。又幾度か知貢擧に任

せられ一代漢學界の領袖たりし李夢游は、光宗

十六年乙丑奉教して撰せる聞慶「鳳巖寺靜眞大

師圓悟塔碑」には其の冒頭に佛教を贊して以て

三界中 上大法となし、佛教徒か（僞造せし）
29

孔子か釋迦 
30
聖人西方に生ると言ひしと云ふ

傳説を引用せり。前述崔承老萬言疏は（侃々）

諤々の議を以て當代の政弊害を切言せるか、而

も（佞）佛迎僧の謂はれなきを言ひなから佛教

と儒教とを並へて、佛教は是れ修身の本にして

來生の資、儒教は理國の源にして今日の務なる
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ことを承認せり。 

大儒崔冲其人さへ、王命に因り原州「居頓寺

圓空國師勝妙塔碑」と（を撰し、又）稷山「奉

先弘慶寺碣記」とを撰文し、圓空國師の碑文に

在りては甚しくも師か支那留學より本國に還れ

るを以て孔子の天下を周遊して晩年魯に回れる

に比況し、又「弘慶寺碣記」には夷然として彼

か平居内典に親めるを述へたり。彼も若し之を

李朝儒者を知らるれは、崔致遠同様、佞佛儒者

の譏を免れさるなり。又顯宗朝の文臣にして宋

の歸化人なる周佇の（撰せる）「玄化寺碑」文に

は、先王の追尊の禮と占陵改葬の儀とは儒教の

典に從ひ、今其の來生の冥福を修するに當りて

佛教をの式を用ふるを述へ、又當時の學者一方

の棟梁蔡忠順の「同碑陰記」には、一層力強く

一層明瞭に儒・佛二教々義の外に現るゝ所の相

異りと雖、一源の眞理を探れは相融通せさるに

非す、只た佛教は精神生活の内部を教化し、儒

教は人間生活の外部を率ゆと云へり。 

儒者既に斯の如き兩教觀を懷くか故に、佛徒側

に在りては尚一層自持すること高く、遙に儒教

を眼下に見るは勢の當然なり。彼の文宗王師（子

にして）一代の才人、大覺國師義天は「與内侍

文冠書」に於て、佛教は其の教理の高遠にして

教主の人格偉大なる、到底儒教等の企及すへき

所に非す、儒教は只た當に淺薄なる平庸なる道

德を尋常人に向て説くへきのみ。實に儒教の説

は佛教に在りては纔に其の初乘乃人乘に過きす。

是點に在りては反りて道老莊に劣れり。老莊は

佛教の天乘迄看到りたれは
31
なり。然るに佛教

に在りては天乘の上に更に聲聞乘・縁覺乘・菩

薩乘のあるありと。 

高麗に宋學の將來せられて儒學の哲學的方向か

講究せらるゝ迄の儒・佛二徒の二教觀か此に落

著するは理の免れさる所なり。されは儒者側よ

り學的にして積極的なる排佛説の唱出さるゝか

如きは到底期待する能はさる所。斯の如きは朱

子學興り國學振へる國季に待たさるへからす。 

 

第五章 高麗の風水説 

 

前述道詵の風水説は麗祖と彼との不思議なる因

縁を締せりと傳へ信せられしに由り（其か）高

麗朝に至りては益々廣く深く信受せられしは前

（怪僧）如哲の彼の秘訣と稱して風水説を以て

大に臘朝（國初）歴王の尊崇を博せしに由りて

（は前述）の如し。 

實に風水説は科學的には何等根據なく一種神

秘的假定の下に成立する迷信に外ならさるに、

高麗朝君臣上下の之を信奉すること強烈にして

爲に（定宗の如く圖讖を信ｼﾃ都を◎上面：◎平壤

に遷さんとし、文宗は楊州即漢陽に南京を築け

りき、其極、仁宗朝には）國家の大亂まて起す

に至れり。吾人か今尚朝鮮人の生活現狀に於て

是の思想の上下に流行し、機會あれは種々の形

に於て具現し、或は政治問題或は社會問題或は

宗教問題を惹起するを屢見するは、其の（淵）

源遠く既に麗初に在り、長年間傳承し培養し來

れるものなり。今其の大略の史實を述へんとす。 

〔地理擇地の專職〕 

如哲等の（道詵秘訣と稱して風水説の）鼓吹宣

傳に因りて麗朝には既に國初より地理を專業と

する僧侶を生するに至れり。其の或は新羅時代

にも既に存するかも測られさるも、予の知る限

の文獻に在りては高麗國初以上に溯るものなし。

即惠宗元年甲辰［九四四］建てられし長湍に在る

太祖第一世王師「（法）鏡大師普照慧光塔碑」の

裏面に本建碑事業に關係せる僧俗の名を刻する

中に 

「專知地理事大德聡訓」 

とあり、聡訓は當時大德の僧階を有して地理業

に精通し爲に（命を受けて）王師建碑の位地を

相定せるものなり。 

下りて太平二年顯宗十三年［一〇二二］文臣蔡
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忠順、宣教を奉して撰せる「大慈恩宗玄化寺碑」

に安宗の王妃の陵を定むるを記して 

「臣等上册諡曰獻貞王后。復命太卜監、選地□

葬。果得吉地於京城艮方、備禮葬焉。陵號曰元

陵。」 

とありて、是頃既に朝廷に地理擇地の專職太卜

監をおけるを證す。尚碑陰記恩賞を記する中に 

「地理業三重大通鄭雄、重大通金得義、等各加

恩澤有差。」
32
 

とあり、三重大通・重大通は恐らく是等（所謂）

雜業者の位階（の稱）なるへし。高麗に在りて

は文武階及散職を通して正一品を三重大匡、從

一品を重大匡と稱す。三重大匡は地理業者の第

一品爵名、重大匡は第二品爵名なるへし。 

高麗の制度に准せりと惟はるゝ李朝制度に在

りても雜職は同一階にして文武階と爵名を異に

す。『大典會通』原典巻一雜職に正六品供職郎・

勵職郎、從六品謹任郎・效任郎と記するか如し。

［文武階正六品承議郎・承訓郎、從六品宣教郎・宣務郎］

是に由りて地理業の三重大通・重大通は雜職の

爵名と判斷す。 

鄭雄及金得義の僧侶ならさるは姓を稱するに

由りて明白なり。此頃既に地理業專職（門）雜

職官吏のおかれしを證す。恐らく地理は他の樂

學・兵學・律學・字學・醫學・吏學等と同しく

其の官立教習所ありしなるへし。『高麗史』巻七

十七諸司監各色に恭愍王十年、十學教授官をお

き諸署に分屬せしめ、風水陰陽等の學を書雲觀

に屬せしむとあるに徴すへし。李朝に至りて亦

之に倣ふ。されは高麗朝に在りては地理風水の

專業者は佛徒の外に又別に其の專修學堂に於て

之を學習して後登用せられ、書雲觀に出仕した

るものなり。 

〔佛徒間の地理學者〕 

而して佛徒間の地理學者は道詵より如哲と傳へ

し派の外に（◎上面：◎道詵より金謂磾・殷元中

と傳へし派と）道詵・康靖和・妙清と傳へし一

派（◎）あり（派とあり。）遂に妙清に至りて仁

宗の篤信を博し平壤に林原宮を築かしめ遷都の

計畫を立てしむるに至れり（◎上面：◎め、其極

（妙清・趙匤等）平壤の叛擧となる。金謂磾は

肅宗元年上書して道詵秘記（踏山歌）及神誌
33
・

秘詞に因りて西・中・南の三京の地理を述へ、

平壤・漢陽の開城に次て國都の地なるを述へ、

漢陽にも都城を立つへきを上言し、殷元中亦睿

宗朝に至り道詵の説に基きて同様の上書をなす。

蓋し李朝に至り漢城に都をなせる遠淵源、亦實

に道詵の風水秘記に在りと視るへし。
34
） 

妙清等曰く平壤林原驛は是れ陰陽家の所謂大

華勢にして若し此に宮闕を營みて治むれは天下

を并せ金國も贄を取りて來り降るへしと。（△次

頁：△風水説の高麗國王の如何に深く浸潤せし

かは、定宗の圖讖を信して都を平壤に遷さんと

し、文宗は楊州即漢陽に南京を築きたり）林椿

『西河集』巻五に「逸齋記」あり。蓋し林椿の

尤快心の作に屬す。其中に逸齋の父か逸齋か大

才を以て世に埋れんことを憂ひ、吉地を相して

此に處らしめしを叙する中に、處士殷元忠と翼

宗禪師の二人は當代の名地理師なるを以て之に

託して爲に吉地を相し、道康郡月出山に軒を築

きて居しめ旬月にして王逸齋を邀ひ致すとあり。

殷元忠は睿宗朝の人、翼宗禪師は大覺國師の弟

子天台宗の名僧なり。（大覺國師寂後、國清寺を

董
ただ

す。）元忠の技、『高麗史』列傳方技金謂磾の

項にも挿入せらる。亦道詵の流を斟める地師な

り。 

既にして元朝朝鮮を征服し（高麗）其の正朔を

奉し、（世祖皇帝以來、）元との關係逐年親善と

なり、相互に文化傳（授）受交換をなすに至り

ても風水説の思想的勢力は依然衰へす。忠烈王

三年六（七）月觀候署上書して、造成都監に於

て元の風に倣ひて層屋高樓を造らんとするを聞

きて、其の高麗の地理上不吉なるを述へ、亦「道

詵密記」を引用して 
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「謹按道詵密記、稀山爲高樓、多山爲平屋。多

山爲陽、稀山爲陰、高樓爲陽、平屋爲陰。我國

多山、若作高屋、必招衰損。」〔高麗史巻 28-26〕 

と云ひ、王も之に從へり。以て國季漢陽に李を

植て之を斫
きり

倒して王氣を壓するに至る迄、風水

説（の勢力）は高麗王家の始をなし終を成せり。 

（上面中：雞龍山下に王氣ありの説亦佛家より剏

唱せられしか如し。或は又道詵と關係あるに非

さるか。『四佳集』文集巻一
ママ

「雞龍山迦葉庵重

新記」に判教宗事順善堂雲叟の言に曰く 

「中天竺北有大地軸曰崑崙、々々一脈東北至于

海、巋然爲巨岳曰長白山。長白一脈傍海南至雞

林爲圓寂山。自圓寂西折遇熊津、縮爲大山曰雞

龍、新羅五岳之一。始號仙桃、次曰西鳶、 後

得是名焉。其氣蜿蟺磅礴、頗有神異。山之頂出

泉、常見躍金色、下有龍潭、黝碧〔可〕慢［？］。

山之陰安育王塔、其陽欝葱、有王都氣。」 

由是觀之、僧家の朝鮮地理説は直に支那に其源

脈をおき、又一方根本佛土説と結付けるあり。

暗に其著想の後漢法竺の阿育王塔に在るを想は

しむる者あり。而ｼﾃ此の僧侶の構想、直に高麗・

李朝に亘りて滅ひさるは奇なりと謂はさるへか

らす。無學の地理的判斷亦實は雞龍山に在りし

に非さるか。） 

（上面右：太古普愚禪師亦風水地理に一隻眼あり。

恭愍王、愚を以て王師となす。一日從容、王に

語るに王者心要を以てし、又王氣既に開城に衰

ふ、南漢陽に移るへしと。『東國通鑑』にも曰く 

「二月命李齊賢相宅于漢陽、築宮闕。僧普愚以

讖説王曰都漢陽則卅六國朝。王惑其説、故有是

命。」 

維昌撰「圓證國師行狀」亦是事あり。後李太祖

の定都に際ｼﾃ無學の言に重きをきし、亦淵源あ

り。西山大師の神僧と稱せられ風水書に名を留

むる、亦同一淵源なりとす。） 

李朝太祖は此の空氣の中に生長せるか故に其

の取りて替りて王都を新定するに及ひて雞龍山

より臨津江口・富平・漢陽と數處に亘りて地理

業者と共に審査して容易に決する能はす。遂に

（王師）無學禪師の決擇をさへ煩すに至れり。

是の如きは單に（李）太祖獨自の信仰には非す。

高麗君臣上下の久しき間の堅固なる信仰なり。

事は『太祖實録』に詳なり。
35
 

 

 

【附記】 

本稿は、（基盤研究（C））高橋亨「京城帝国大学

講義」の研究（課題番号：16K02200）の成果の

一部である。 

 

注 

                                                        
1 上面に「ヘーゲル、思想の開展形式、思想の本流と支

流、新舊論」とある。 
2 以下の追加記述の冒頭に△印はないが、ここへの挿入

相当と判断した。 
3 上面に赤字にて、挿入印の無い「『漢書』地理志、樂

浪郡のみの戸數六萬二千八百十二、人口四十萬六千七

百四十八人とあり。」とある。 
4 上面、この追加文中に赤色鉛筆により「東史綱目再調」

とある。この指示に従って追加されたものと思われる。 
5 『朝鮮学報』第五輯・第六輯、1953・1954 に（一）・

（二）にて掲載されている。その「小序」を記した高

橋は、昭和四年秋に一册稿を送寄せられた、實は早稻

田大學大學院生李相伯の論文庶孽考に対する批評で

あって、早稻田大學の依頼によりて草したものである、

という。赤字によるこの補足は、天理においてなされ

たことがわかる。 
6 挿入記号が前文中にあるが、ここが妥当と判断した。 
7 上面に「推古天皇十八年、高麗王貢僧曇徴法定。曇徴

知五經［日本書紀］」とある。後に関連記述がある。 
8 上面に「推古天皇十六年貢僧曇徴法定。曇徴知五經［日

本書紀］」とある。 
9 上面に「『書紀』欽明紀、十三年、是歳百濟棄漢城［廣

州］與平壤［南平壤即漢陽］。新羅因此入居漢城。」と

ある。 
10 上面に「黄草嶺（碑）僧の位地記入」とある。 
11 上面に「續大藏、華嚴經（感）應傳／『三國遺事』巻

三興法、迦葉佛宴坐石／玉龍集及慈藏傳與諸象傳記、

皆云。新羅月城東龍宮南有迦葉佛宴坐石。其地即前佛

時伽藍之墟也。今皇龍寺之地即七伽藍之一也。［迦葉

佛、釋迦前七佛之第六也七、釋迦之直前也。］」とある。 
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12 上面に「我道本碑、母謂曰、此國于我々不知佛法。爾

後三千餘月雞林有聖王出、大興佛教。其京都内有七處

伽藍之墟。」とある。 
13 上面に「孤雲海東初祖忌晨文［義湘分］」とある。 
14 上面に「大角干傳」とある。 
15 上面に赤字にて「元來、誓は羅語にて地方の鎭營に用

ひられ、菁州・漢山州・完山州等におかれたり。幢は

軍の隊旌にて即其の隊の異に用ゐらる。而ｼﾃ誓幢其物

か新羅に於ける軍號の一にて九ケの隊を成し、衿色を

以て區別す。誓幢和上と云ふは、元曉か嘗て此の誓幢

隊を率ゐし事ありし爲に世俗、彼を呼稱せる者か。果

ｼﾃ然らは、朝鮮古來の諺傳及和尚斷碑の允文允武は信

すへしとなすへく、愈々元曉其人の生涯の複雜多様な

りしを見るへく、其の傳はらさるを惜むへし。外に芬

皇寺にも元と高麗朝に建てし和諍國師碑ありしか、今

は其の趺石を存するのみ。輿〔地勝〕覽、東京雜記」

とある。 
16 上面に色鉛筆にて「元曉高句麗百濟新羅佛學集成」と

ある。 
17 上面に「參考書元曉の分の外、海東（初）祖忌晨文／

孤雲の忌晨文」とある。 
18 上面に「景燈傳統録／海東金石苑／金石総覧／佛教通

史／西山碑銘／祖堂集／佛祖源流 禪學思想史」と参

考文献メモがある。 
19 ここから三頁にわたり追加記述がある。 
20 以上の追加記述のほか、左右脇に以下の赤字による補

足記述があり、またその次頁にもある。両方とも文脈

からみてここに挿入するのが無難と判断した。 
21 左脇に「『孝經』「卜其宅兆而安厝之」の語は單に吉否

を卜するにして、風水説なりとは認め難し。」とある。 
22 この出典は、『易』坤文言の「積善之家、必有餘慶、

積不善之家、必有餘殃」である。 
23 上面に「道の本體／不可説直觀」とある。 
24 上面に「道は一切に亘る故に説くには深淺あるへき

也。」とある。 
25 上面に「新羅僧階大德・別大德に付ては崔致遠新羅伽

耶山海印寺善安住院壁記［東文選巻六十四］」とある。 
26 上面に「新羅朝、既に禪宗と教宗と及密教の三宗各僧

階の稱呼を異にせるか如きは、前引崔致遠迦耶山善安

僧院壁記に徴すへし。」とある。 
27 上面に「高麗代降りて（元と宋既に末となりて始めて）

宋文宋詩、學はれ東坡を以て準的となすこと（高宗朝

李奎報）林椿、崔滋の言ふ所の如し。」と、赤色鉛筆

記述に鉛筆による追加記述がある。ところが、次の文

にある「東坡」は鉛筆によって削除される。 
28
上面に「申紫霞、翁方綱に從學し其の心訣を授けらる。」

とある。鉛筆による両方とも削除すべきである。 
29 上面に「僧傳筆記調査！」と鉛筆によるメモがある。 
30 一字ほどの空白がある。補足の予定か。 

 
31 上面に「天乘是無欲界也」と赤インクのメモがある。 
32 上面に「大通？大匡？／要再調」と赤色鉛筆のメモが

ある。 
33 左横に線を引き「神誌とは『龍飛御天歌』第十六章註

に「檀君時人、世號神誌仙人」とある者なり。勿論高

麗朝に至りて造出されし古代仙なり。［猶陽村撰「健

元陵碑」文及輿地勝覽健元陵部參考］」とあり、また

「神誌説明『朝鮮』七年一
ママ

月號）」とある。 
34 「道詵秘記・踏山歌・神誌・秘詞及睿宗年なりし海東

秘録等の書は皆今傳はらす。」と赤色鉛筆のメモが横

に追加されている。 
35 上面に以下のような赤インクメモがある 

 「前學年は高麗初期佛教の大略より風水説を述へて講

義を止めたり。本年度は高麗佛教の第二期とも謂ふへ

き大覺國師の天台宗開立よりして講義を開始せんと

欲す。以て李朝を歴て併合前後迄の思想の變遷の大體

を述ふる豫定なり。其の綱目の大要を擧くれは 

一、大覺國師と普照國師 

一、麗末斥佛朱子學の傳來 

一、麗末斥佛論の二派 

一、高麗の道教 

一、李朝教政の方針確立 

一、李朝斥佛の大略 

一、李朝儒學の三期 

一、（純一）朱子學的國家の利弊 

一、仁祖より正祖迄の對支思想の變化調和 

（一、基督教と西洋文明） 

一、李朝末佛徒（教）の存在の理由と佛徒の三教合一

論 

一、併合當時の道學者の態度並に其の學説 

一、併合前後の新宗教の叢生 

述ふへき事甚多くして而ｼﾃ時日少し。主とｼﾃ其の輪郭

を述ふるに留るへしきを遺憾となす。」 

 




